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集
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路
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通
の
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を
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指
し
て
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熱
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室
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鶏≦
喜
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導
き

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　　

　
　

嚢
週
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

去
る
五
月
一
〇
日
の
参
議
院
本
会
議
で
、
い
わ
ゆ
る
交

通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

(正
式
名
称

…
高
齢
者
、
身
体
障
害

者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
の
円
滑
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
)
が
可
決
さ
れ
、
成
立
し
ま
し
た
。
本

法
は
、
二
月
一
五
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
て
今
通
常
国
会
に

提
出
さ
れ
、
四
月
一
人
日
の
衆
議
院
で
の
修
正
議
決
を
経

て
、
こ
の
た
び
の
参
議
院
で
の
可
決
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

本
法
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
者
も
市
町
村
、
公
共
交

通
事
業
者
及
び
公
安
委
員
会
と
協
力
し
て
重
点
的
･
一
体

的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
事
業
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
以
下
、
本
法
の
概
要
を
道
路
整
備
関
係
を
中
心
に
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
本
法
は
一
部
の
規
定
を
除
き
公
布
後
六
ヶ
月
以

内
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
今
秋
に
は
施
行

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

一

本
法
の
趣
旨

我
が
国
に
お
い
て
は
、
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
が
到
来

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
身
体
障
害
者
が
社

会
の
様
々
な
活
動
に
参
加
す
る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者

等
が
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
た
移
動
の
果
た
す
役
割
が
極
め
て
大
き
い
こ

と
か
ら
、
そ
の
移
動
に
つ
い
て
、
所
要
設
備
の
整
備
等
に

よ
り
身
体
の
負
担
を
軽
減
し
、
そ
の
利
便
性
及
び
安
全
性

の
向
上
を
促
進
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
法
は
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
の
利
便
性
･
安
全
性
の
向

上
を
促
進
す
る
た
め
、

①

鉄
道
駅
等
の
旅
客
施
設
及
び
車
両
に
つ
い
て
、
公

共
交
通
事
業
者
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す

る
②

鉄
道
駅
等
の
旅
客
施
設
を
中
心
と
し
た
一
定
の
地

区
に
お
い
て
、
市
町
村
が
作
成
す
る
基
本
構
想
に
基

づ
き
、
旅
客
施
設
、
周
辺
の
道
路
、
駅
前
広
場
等
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
重
点
的
･
一
体
的
に
推
進
す
る

こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。

二

本
法
の
概
要

ー

基
本
方
針

国
は
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
高
齢
者
、
身
体
障

害
者
等
の
移
動
の
利
便
性
及
び
安
全
性
の
向
上
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
基
本
方
針
を
策
定
し
ま

す
。



(基
本
方
針
の
内
容
)

･
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
意
義
及
び
目
標
に
関
す
る

事
項

･
公
共
交
通
事
業
者
等
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す

る
事
項

･
基
本
構
想
の
指
針
と
な
る
べ
き
事
項

等(な
お
、
基
本
方
針
の
事
項
の
中
に
、
市
町
村
が
基

本
構
想
を
作
成
す
る
際
の
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
意

見
聴
取
に
つ
い
て
盛
り
込
む
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま

す
。)

2

公
共
交
通
事
業
者
等
が
講
ず
べ
き
措
置

公
共
交
通
事
業
者
等
に
対
し
、
鉄
道
駅
等
の
旅
客
施
設

の
新
設
･
大
規
模
な
改
良
、
車
両
の
新
規
導
入
の
際
、
こ

の
法
律
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
準
へ

の
適
合
を
義
務
付
け
ま
す
。
ま
た
、
既
に
事
業
の
用
に
供

し
て
い
る
旅
客
施
設
及
び
車
両
等
に
つ
い
て
も
、
当
該
基

準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

3

重
点
整
備
地
区
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
重
点

的
･
一
体
的
な
推
進

①

市
町
村
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
一
定
規
模
の

旅
客
施
設

(
一
日
当
た
り
の
乗
降
客
数
が
五
千
人
以

上
の
鉄
道
駅
等
)
を
中
心
と
し
た
地
区
に
お
い
て
、

旅
客
施
設
、
道
路
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
重
点

化
等
の
事
業
が
含
ま
れ
ま
す
。

的
･
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
構
想
を
作
成

ま
た
、
道
路
特
定
事
業
計

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
基
本
構
想
の
作

成
･
変
更
に
際
し
て
は
、
関
係
す
る
道
路
管
理
者
等

に
協
議
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

(基
本
構
想
の
内
容
)

･
目
標
時
期

･
重
点
的
に
整
備
す
べ
き
地
区

(鉄
道
駅
及
び
徒

歩
圏
内
に
あ
る
福
祉
施
設
、
病
院
、
官
公
庁
等

を
含
む
地
域
)

･
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
移
動
経
路
に
係
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
の
事
業
の
概
要

等

②

公
共
交
通
事
業
者
、
道
路
管
理
者
及
び
都
道
府
県

公
安
委
員
会
は
、
基
本
構
想
に
即
し
て
そ
れ
ぞ
れ
具

体
的
に
事
業
区
間
、
事
業
内
容
、
事
業
予
定
期
間
等

を
記
載
し
た
事
業
計
画

(特
定
事
業
計
画
)
を
作
成

し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
の
事
業

(特
定
事
業
)

を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
特
定
事
業
計
画
の
作
成
･

変
更
に
際
し
て
は
、
関
係
す
る
市
町
村
等
の
意
見
を

聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ

道
路
管
理
者
の
行
う
特
定
事
業

道
路
管
理
者
の
行
う
道
路
特
定
事
業
に
は
、
幅

の
広
い
歩
道
の
整
備
、
既
設
歩
道
の
段
差

･
傾

斜
･
勾
配
の
改
善
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
昇
降
機

付
き
立
体
横
断
施
設
の
整
備
及
び
電
線
類
の
地
中

ま
た
、
道
路
特
定
事
業
計
画
に
定
め
ら
れ
た
道

路
特
定
事
業
は
、
重
点
整
備
地
区
に
お
け
る
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
構
造
に
関

す
る
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
実
施
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
道
路
特
定
事
業
計
画
に
は
、
基
本
構
想
に
お

い
て
定
め
ら
れ
た
道
路
特
定
事
業
に
つ
い
て
定
め

る
ほ
か
、
当
該
重
点
整
備
地
区
内
の
道
路
に
お
い

て
実
施
す
る
そ
の
他
の
道
路
特
定
事
業
に
つ
い
て

定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

口

そ
の
他
の
特
定
事
業

公
共
交
通
事
業
者
!
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
等
の
設
置
、

低
床
バ
ス
の
導
入
等

都
道
府
県
公
安
委
員
会
!
視
覚
障
害
者
用
信
号

機
の
設
置
、
放
置
自
転

車
等
の
違
法
駐
車
行
為

の
取
締
り
等

③

地
方
公
共
団
体
等
は
、
駅
前
広
場
、
通
路
、
駐
車

場
、
公
園
等
に
つ
い
て
、
基
本
構
想
に
従
っ
て
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
実
施
し
ま
す
。

④

基
本
構
想
に
定
め
ら
れ
た
事
業
を
促
進
す
る
た

め
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
、
旅
客
施
設
等

の
用
地
を
保
留
地
と
し
て
確
保
す
る
た
め
の
特
例
制

度
を
創
設
し
ま
す
。



4

指
定
法
人
に
よ
る
情
報
の
提
供

ま
す
。

主
務
大
臣
は
、
公
共
交
通
事
業
者
に
よ
る
移
動
円
滑
化

の
た
め
の
事
業
の
実
施
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
提
供
等

5

そ
の
他

地
方
公
共
団
体
及
び
国
民
の
責
務
を
定
め
る
と
と
も
に
、

運
輸
施
設
整
備
事
業
団
が
移
動
円
滑
化
の
た
め
の
事
業
を

ク

ズ

方
-

小

･

=

ま
偉

5

そ

“

実
施
す
る
公
共
交
通
事
業
者
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す

飯

を
行
う
法
人
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い

そ
の
他
、移
動
円
滑
化
を
促
進
す
る
に
当
た
っ
て
の
国
、

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

三

本
法
の
施
行
期
日
等

本
法
は
公
布
の
日
か
ら
六
ヶ
月
以
内
で
政
令
で
定
め
る

日
か
ら
施
行

(鉄
道
車
両
、
船
舶
、
航
空
機
に
つ
い
て
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
準
へ
の
適
合
義
務
付
け
は
二
年
以
内
で

政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
)
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
本
法
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い

て
、
本
法
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の

結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

公共交通特定事業 道路特定事業 交通安全特定事業 その他の事業

･公共交通事業者が ･道路管理者が基本 ･都道府県公安委員 駅前広場、通路等
基本構想に沿って事 構想に沿って事業計 会が基本構想に治 一般交通の用に供
業計画を作成し、事 面を作成し、事業を って事業 計画を作 する施設について
業を実施 実施 成し、事業を実施 必要な措置

･駐車場、公園等の園

　
　
　

設
問
行

施
羽
場
等

′
る
要
車
備

一
す
必
駐
整

四

附
帯
決
議

本
法
は
、
衆
議
院
運
輸
委
員
会
及
び
参
議
院
交
通
･
情

報
通
信
委
員
会
で
の
裁
決
に
当
た
り
、
政
府
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
へ
の
取
り
組
み
に
関
し
、
①
公
共
交
通
事
業
者
等

へ
必
要
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
国
民
に
対
し
て
理
解
と

協
力
を
求
め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
、
②
基
本
方
針
等
の
作

成
に
当
た
っ
て
は
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
意
見
を
聴

く
等
に
よ
り
、
そ
れ
ら
が
十
分
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
め

る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
い
ま

す
。

置

備

措

整
付

菱

設
交

施
の

輪
金

、
助
･運輸施設整備事業団による補
助金の交付
･地方公共団体が助成を行う場
合の地方債の特例
･固定資産税等課税の特例

高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の
促進に関する法律の基本的枠組み

移動円滑化の意義及び目標
移動円滑化のために公共交通事業者が講ずべき措置に関する基本事項
市町村が作成する基本構想の指針 等

~公共交通事業者が講ずべき措置 ^

新設の旅客施設、 車両についての公共交通事業者の義務

(旅客施設を新設する際の基準適合義務) (車両を導入する際の基準適合義
エレベーター、 エスカレーターの設置 ･鉄道車両の車椅子スペースの確
誘導警告ブロックの敷設 ･鉄道車両の視覚案内情報の設置
トイレを設置する場合の身体障害者用 唯氏床バスの導入
トイレの設置 等 ･航空機座席の可動式肘掛けの装

{既設の旅客施設、車両についての公共交通事業者の努力義務 }

重点整備地区におけるバリアフリテ化の重点的 '一体的な推進

駅等の旅客施設及びその周辺の地区を重点的に整備すべき地区として指定
旅客施設、 道路、 駅前広場等について、 移動円滑化のための事業に関する
基本的事項 等

(車両を導入する際の基準適合義務)
･鉄道車両の車椅子スペースの確保
･鉄道車両の視覚案内情報の設置
唯氏床バスの導入
･航空機座席の可動式肘掛けの装着 等



特
集
/
道
路
交
通
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
目
指
し
て

歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
圓
糒
し
て

道
路
局
道
路
環
境
課

一

は
じ
め
に

高
齢
社
会
を
迎
え
る
な
か
で
、
高
齢
者
･
身
体
障
害
者

等
を
含
む
誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て
活
動
し
、
社
会
参
加

で
き
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
が
、
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
の
も

と
、
今
般
、
特
に
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
に

つ
い
て
、
身
体
の
負
担
を
軽
減
し
、
そ
の
利
便
性
及
び
安

全
性
の
向
上
を
促
進
す
る
た
め
、
｢高
齢
者
、
身
体
障
害

者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
の
円
滑
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
｣
(以
下
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
)

が
、
平
成
三
一年
五
月
一
七
日
公
布
さ
れ
た
。

建
設
省
に
お
い
て
は
従
来
よ
り
、
新
道
路
整
備
五
箇
年

計
画

(平
成
九
年
度
~
平
成
一
四
年
度
)
に
基
づ
き
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
歩
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
の
法
律
の
制
定
を
受
け
、

こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
た
移
動
に
お
け
る
連
続
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
る

道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
も
一
層
積
極
的
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

以
下
に
、
本
法
律
を
は
じ
め
と
し
た
道
路
整
備
に
お
け

る
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
そ
の
概
要
を
記
述
す
る
。

二

歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
取
り

組
み

1

歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
要
請

我
が
国
の
高
齢
化
は
今
後
ま
す
ま
す
進
展
し
、
平
成
二

七
年
に
は
、
国
民
の
約
四
分
の
一
が
六
五
歳
以
上
の
高
齢

者
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る

(図
1
)。

19 86歳以上人口の割合
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1 我が国の高齢化の現状と予測
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こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
道
路
に
お
い
て
も
歩
行
空

2

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
歩
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

建
設
省
で
は
、

野
地
の
駅

の
.

涌

咽
□
点
、

建
設
省
、
警
察
庁
が
連
携
し
て
、
春
と
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
期
間
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
交
通
安
全
総
点
検

に
お
い
て
は
、
道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
関
す
る
改
善

要
望
が
も
っ
と
も
高
く
な
っ
て
い
る

(図
2
)。
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平成8年~ 平成lo年までに全国762地区で約2万
5千人の参加を得て実施された｢交通安全総点検｣
で指摘された箇所(道路管理者分)の合計

、 資料:強設翁調べ

図 2 道路のバリアフリー化を求める声

視覚障害者用誘導用ブロック S%

建
設
省
で
は
、
市
街
地
の
駅
等
の
交
通
結
節
点
、
商
店

街
、
公
共
施
設
等
主
要
施
設
の
周
辺
等
に
お
い
て
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
歩
行
空
間
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
確
保
す

る
た
め
、幅
員
三
m
以
上
の
幅
の
広
い
歩
道
等
の
整
備
や
、

既
設
歩
道
の
段
差
･
傾
斜
･
勾
配
の
改
善
、
視
覚
障
害
者

歩行者案内標識や

車椅子に対応した経路案内 圏

歩道の段差、傾斜、勾配の改善
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　図

誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
、
立
体
横
断
施
設
へ
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
や
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
等
を
推
進
し
て
い
る

(図

3
)
0新

道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
歩
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
つ
い
て
、
平
成

一
四
年
度
ま
で
に
約
三
、
二
〇
〇
地
区
で
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
総
合
的
、
計
画
的

に
行
う
た
め
の
制
度
と
し
て
、
平
成

一
二
年
度
新
た
に

｢歩
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
合
整
備
事
業
｣
を
創
設
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
制
度
を
活
用
し
、
平
成
一
二
年

度
は
約
一
、
六
〇
〇
地
区
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
歩
行
空
間
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

3

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く
取
り
組
み

今
回
の
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
お
い
て
は
、
鉄
道

駅
な
ど
公
共
交
通
機
関
の
旅
客
施
設
の
う
ち
利
用
者
が
相

当
数
で
あ
る
な
ど
の
用
件
に
該
当
す
る
も
の

(特
定
旅
客

施
設
)
を
中
心
と
し
た
一
定
の
地
区

(重
点
整
備
地
区
)

に
お
い
て
市
町
村
が
定
め
る
基
本
構
想
に
即
し
て
、
関
係

道
路
管
理
者
が
共
同
し
て
、道
路
特
定
事
業
計
画
を
定
め
、

こ
れ
に
基
づ
き
道
路
特
定
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。
道
路
特
定
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
建

設
省
令
で
定
め
る
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基
準
に
適
合
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
道
路
特
定
事
業
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、



公
共
交
通
機
関
の
旅
客
施
設
か
ら
官
公
庁
施
設
、
福
祉
施

設
な
ど
の
目
的
地
へ
の
経
路

(特
定
経
路
)
等
に
つ
い
て
、

歩
行
空
間
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
整
備
す
る
よ
う
計
画

す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
市
町
村
の
策
定
す
る
基
本
構

想
の
も
と
、
公
共
交
通
機
関
の
車
両
や
旅
客
施
設
等
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
行
う
公
共
交
通
事
業
者
や
、
信
号
機
等

の
整
備
･
違
法
駐
輪
の
取
り
締
ま
り
等
を
行
う
公
安
委
員

会
と
連
携
し
て
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
層
効

果
的
な
事
業
の
実
施
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
(図
4

本
誌
7
頁
参
照
)

こ
う
し
た
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く
と
り
組
み

に
つ
い
て
も
、
前
述
の
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
歩
行
空
間
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
推
進
す
る
一
環
と
し
て
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

4

歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
る
た
め
の
主
な

事
業

①

幅
の
広
い
歩
道
等
の
整
備
、
既
設
歩
道
の
段
差
等

の
改
善

歩
行
者
、
自
転
車
の
安
全
で
快
適
な
通
行
を
確
保

し
、
高
齢
者
･
障
害
者
等
だ
れ
も
が
安
心
し
て
通
行

で
き
る
歩
行
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、
幅
の
広
い
歩

道

(幅
員
三
m
以
上
)
等
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に

(写
真
1
)
、
既
設
の
歩
道
に
つ
い
て
、
段

差
･
傾
斜
･
勾
配
の
改
善
を
進
め
る
。

ま
た
、
歩
道
に
お
い
て
、
視
覚
障
害
者
誘
導
プ
ロ

幅の広い歩道の整備

ツ
ク
を
設
置
す
る
。

②

利
用
し
や
す
い
立
体
横
断
施
設
の
整
備

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

･
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
な
ど
昇
降
装

置
の
設
置
等
に
よ
る
利
用
し
や
す
い
立
体
横
断
施
設

の
整
備
を
推
進
す
る

(図
5
)。

③

電
線
類
の
地
中
化

電
柱
等
を
除
去
し
、
歩
道
等
の
空
間
を
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
に
よ
る
安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確

保
等
を
図
る
た
め
、
電
線
類
の
地
中
化
を
推
進
す
る

(写
真
2
)。

④

歩
行
者
へ
の
情
報
提
供

高
齢
者
･
障
害
者
等
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ

た
施
設
の
情
報
等
を
提
供
す
る
歩
行
者
案
内
標
識
を

整
備
す
る
。
ま
た
、
I
T
S
技
術
の
活
用
に
よ
る
歩

行
者
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

行
う
。

7ハ .消す“千わ りnnnに

図 5 利用しやすい立体横断施設



前

.
　

　

三

お
わ
り
に

我
が
国
の
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
や
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
要
請
の
高
ま
り
を
鑑
み
る
と
、
今
後
、
高

齢
者
、
身
体
障
害
者
等
を
含
む
、
誰
も
が
安
心
し
て
、
積

極
的
に
社
会
参
加
で
き
る
環
境
の
形
成
が
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
道
路
に
お
い
て
も
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

へ
の
要
請
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
回

の
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
制
定
は
、
こ
う
し
た
社
会
的

な
要
請
を
受
け
、
関
係
省
庁
が
連
携
し
て
一
体
的
･
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
枠
組
み
を
定
め
た
も
の

で
、
政
府
の
と
り
組
み
と
し
て
非
常
に
意
義
深
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

建
設
省
と
し
て
も
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
重
点
整
備
地

区
を
は
じ
め
、
様
々
な
地
域
に
お
い
て
、
誰
も
が
円
滑
に

通
行
で
き
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
歩
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
を
進
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
の
形
成
に
向
け
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

整備後

写真2 電線類の地中化



特
集
/
道
路
交
通
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
目
指
し
て

警
察
に
よ
る
週
略
蘂
週
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

警
察
庁
交
通
局
交
通
規
制
課

一

は
じ
め
に

急
激
な
高
齢
社
会
の
進
展
や
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
実
現
化
に
よ
り
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
の
方
々
の
社

会
参
加
の
機
会
が
増
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
に

つ
い
て
は
、
平
成
三

年
は
前
年
に
比
べ
若
干
減
少
し
た

が
、
平
成
元
年
の
一
･
三
五
倍
と
な
り
、
ま
た
、
歩
行
中

の
死
亡
事
故
に
つ
い
て
は
全
年
齢
層
の
六
0
%
を
超
え
る

な
ど
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
総
理
府
が
平
成
九
年
二
月
に
実
施
し
た

｢交
通

安
全
に
関
す
る
世
論
調
査
｣
に
お
い
て
は
、
｢交
通
事
故

に
対
す
る
不
安
が
あ
る
｣
と
回
答
し
た
人
が
、
六
〇
歳
以

上
の
男
性
で
六
八
･
五
%
、
女
性
で
六
一
･
五
%
に
上
る

な
ど
、
道
路
交
通
に
関
し
て
不
安
を
抱
い
て
い
る
高
齢
者

が
過
半
数
を
超
え
て
い
る
実
態
が
分
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
解
決
し
、
こ
れ
ら
の
方
々
が
安
心

し
て
歩
行
で
き
る
道
路
交
通
空
間
を
創
造
す
る
た
め
、
警

察
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
こ
れ
ら
の
方
々
に
配
意
し

た
信
号
機
の
高
度
化
や
、
福
祉
施
設
等
周
辺
に
、
歩
行
者

用
道
路
規
制
、
速
度
規
制
等
を
面
的
に
組
み
合
わ
せ
た
シ

ル
バ
ー
ゾ
ー
ン
規
制
の
実
施
等
の
対
策
を
、
関
係
機
関
･

団
体
と
連
携
の
上
、
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
た
び
、
公
共
交
通
機
関
の
旅
客
施
設

及
び
車
両
等
の
構
造
の
改
善
や
旅
客
施
設
を
中
心
と
し
た

一
定
地
区
に
お
け
る
道
路
そ
の
他
の
施
設
の
整
備
を
推
進

す
る
、
い
わ
ゆ
る

｢交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
｣
が
制
定
さ

れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
市
町
村
が
主
体
的
に
作
成
す
る

｢移
動
円
滑
化
基
本
構
想
｣
に
基
づ
き
、
公
共
交
通
事
業

者
等
、
道
路
管
理
者
及
び
都
道
府
県
公
安
員
会
が
一
体
と

な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
所
管
す
る
特
定
事
業
に
つ
い
て
整
合

性
を
取
り
つ
つ
、
効
果
的
な
施
策
の
推
進
を
図
る
体
制
が

法
的
に
確
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
警
察
が
従
来
か
ら
実
施
し
、
ま
た
、

法
施
行
後
も
強
力
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
交
通
安
全

特
定
事
業
と
警
察
が
進
め
る
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ

ス
テ
ム
)
で
あ
り
歩
行
者
の
安
全
･
利
便
性
の
飛
躍
的
な

向
上
を
図
る
P
I
C
S

(歩
行
者
等
支
援
情
報
通
信
シ
ス

テ
ム
)
の
研
究
開
発
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

三

交
通
安
全
特
定
事
業

1

移
動
円
滑
化
の
た
め
の
機
能
を
付
加
し
た
信
号
機

セ行

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
の
方
々
が
自
動
車
の
交
通
量
が

繭

ひ
ん
ぱ
ん
な
道
路
を
横
断
す
る
際
の
安
全
対
策
と
し
て
、

　

通
常
の
信
号
機
に
こ
れ
ら
の
方
々
に
配
慮
し
た



碗

指
数

平成元年 2年

･
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
、
歩
行
者
青
信
号
を
音
響
に

を
付
加
す
る
事
業
を
進
め
る
。

よ
り
知
ら
せ
る
機
能

の

歩
行
者
青
信
号
を
音
響
に

･
歩
行
に
障
害
が
あ
る
方
が
ゆ
っ
く
り
と
道
路
を
横
断
で

①
視
覚
障
害
者
用
付
加
装
置

10年 = 年

平成元年 年 年 年灯れ仕 年 年AV 年 年nb 年 眸 昨
高齢者
(65歳以上) ◎ 駒 鈎 鰺 臓 鰯 掬 劇 纖 蹴 駒
慾 ◎ 鰡 蠅 ◎ 幼 “ 締 総 纖 鬱 秘

○

歩
行
者
青
信
号
を
音
響
に
よ
り

中
、
擬
音

(ピ
ヨ
ピ
ヨ
、
カ
ッ
コ
ー
)
又
は
メ
ロ
デ
ィ
ー

(通
り
ゃ
ん
せ
、
故
郷
の
空
)
が
鳴
る
こ
と
か
ら
、
目
の

不
自
由
な
方
が
青
を
知
る
こ
と
が
で
き
安
全
に
道
路
を
横

断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
九
年
度
に
岡
山
県
立
大
学
保
健
福
祉
総
合
研
究
所

知
ら
せ
る
信
号
機

が
主
体
と
な
り
実
施
さ
れ
た

｢音
響
式
信
号
機
に
関
す
る

/

調
査
研
究
｣
に
お
い
て
、
視
覚
障
害
者
の
方
々
に
対
し
て

自動車乗車中 二輪車乗車中 原付乗車中 自転車乗車中 歩行中 その他

15歳以下 “ m 19 印 脚 nY
16 ~ 24歳 893 355 231 “ 邱 nY
25 ~ 64歳 燃 幼 250 329 849 ハ○

65歳以上 634 れ 273 597 贓 q〉

き
る
よ
う
、
歩
行
者
青
時
間
を
延
長
す
る
機
能

こ
の
機
能
の
付
加
さ
れ
た
信
号
機
は
、
歩
行
者
青
時
間

行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
｢音
響
信
号
機
の
設
置
さ

　
　
　

、
2
6

~
~

5
16
26

図表 1 高齢者の交通事故者数の推移 (平成元年= 100)

図表 2 年齢層別 増大態別交通事故死者数 (平成ff年中)



れ
て
い
な
い
道
路
を
横
断
す
る
際
の
困
難
な
こ
と
｣
と
し

て
、
｢横
断
歩
道
を
見
つ
け
る
こ
と

(七
人
%
)｣
、
｢歩
行

者
用
信
号
の
有
無
を
知
る
こ
と

(六
二
%
)｣、
｢歩
車
道

の
境
目
を
知
る
こ
と

(五
八
%
)｣
と
の
回
答
が
多
く
、

本
来
の
目
的
で
あ
る
｢歩
行
者
青
信
号
を
知
ら
せ
る
効
果
｣

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
以
上
に

｢横
断
箇
所
を
知
ら

せ
る
｣
と
い
う
、
い
わ
ば
音
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
も

利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
の
信
号
機
は
、
昭
和
三
〇
年
に
東
京
都
で
設
置
さ
れ

て
以
来
、
全
国
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
五

〇
年
に
現
在
の
音
響

(擬
音
又
は
メ
ロ
デ
ィ
ー
)
に
統
一

し
、
現
在

(平
成
三

年
三
月
末
)、
全
国
で
約
九
、
八

○
○
基
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
主
流
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
道
路
の
対

面
同
士
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
音
響
が
同
時
に
鳴
っ
て
い
る

が
、
こ
の
方
式
で
は
横
断
方
向
が
分
か
り
に
く
い
と
い
う

声
も
あ
る
た
め
、
道
路
の
両
側
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
擬
音

を
時
間
差
で
交
互
に
鳴
ら
す

｢同
種
鳴
き
交
わ
し
式
｣
の

導
入
を
進
め
て
お
り
、約
八
四
〇
基
整
備
が
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
横
断
方
向
を
明
確
に
す
る
た
め
、
対
面
同
士

で
違
う
擬
音

｢ピ
ヨ
｣
と

｢ピ
ヨ
ピ
ヨ
｣
、
｢
カ
ッ
｣
と

｢
コ
ー
｣
を
鳴
き
交
わ
し
式
で
鳴
ら
す
、
｢異
種
鳴
き
交
わ

し
式
｣
に
つ
い
て
前
述
の
調
査
研
究
等
に
よ
り
実
用
化
を

進
め
て
い
る
。

②
音
響
式
歩
行
者
誘
導
付
加
装
置

以
上
の
と
お
り
、
視
覚
障
害
者
用
付
加
装
置
は
目
の
不

写真 1 白い押しボタン箱

自
由
な
方
の
移
動
円
滑
化
に
有
効
な
も
の
で
あ
る
が
、
住

居
地
域
等
に
あ
っ
て
は
周
辺
の
住
民
等
か
ら
騒
音
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
所
で
、
か
つ
車
道
の
幅
員
が
比
較
的
狭

い
道
路
等
に
お
い
て
は
、
歩
行
者
青
信
号
の
開
始
を
、
チ

ャ
イ
ム

(ピ
ン
ポ
ン
)
及
び
人
の
声

(｢信
号
が
青
に
な

り
ま
し
た
｣)
で
知
ら
せ
る
と
い
う
周
辺
へ
の
騒
音
が
低

い
方
法
に
よ
り
、
目
の
不
自
由
な
方
々
の
道
路
横
断
の
安

全
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
装
置
を
音
響
式
歩
行
者
誘
導
付
加
装
置
と
い
い
、

平
成
八
年
度
か
ら
整
備
を
始
め
現
在
約
六
〇
〇
基
が
整
備

さ
れ
て
い
る
。

⑭

歩
行
者
青
時
間
を
延
長
す
る
信
号
機

①
高
齢
者
等
感
応
信
号
機

こ
の
信
号
機
は
、
白
い
押
ボ
タ
ン
箱
の
押
ボ
タ
ン
を
押

し
た
り
、
携
帯
用
の
発
信
機

(ル
ー
プ
タ
イ
型
、
カ
ー
ド

型
)
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歩
行
者
青
時
間
を
延
長

す
る
機
能
が
付
加
さ
れ
て
お
り
、
歩
行
に
障
害
が
あ
る

方
々
、
車
い
す
利
用
者
等
が
ゆ
っ
く
り
と
車
道
を
横
断
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
方
々
に
、
こ
の
信
号
機
の
判
別
が
つ
く
よ
う
、

白
い
押
ボ
タ
ン
箱
に
は
、
｢盲
人
の
た
め
の
国
際
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
｣
を
表
示
す
る
と
と
も
に
、
｢交
通
弱
者
用
押

ボ
タ
ン
｣
等
分
か
り
や
す
い
表
示
板
を
設
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
携
帯
用
の
発
信
機
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
一

八
条
第
二
項
に
定
め
る
、
い
わ
ゆ
る

｢日
常
生
活
用
具
｣

盪交
通
弱
者
用
冲
ボ
タ
ン



に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
に
よ
っ
て
は
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
給
付
、
貸
与
等
の
措
置
を
と
っ
て
い

る
。こ

の
信
号
機
は
、平
成
三
年
度
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
、

現
在
、
約
二
、
六
〇
〇
基
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

②
歩
行
者
感
応
信
号
機

こ
の
信
号
機
は
、
歩
行
者
用
セ
ン
サ
ー
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、歩
行
者
の
存
在
や
多
寡
を
感
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、

歩
行
者
青
時
間
を
自
動
的
に
延
長
す
る
機
能
が
あ
る
。
平

成
人
年
度
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
、
現
在
約
六
五
〇
基
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。

2

移
動
円
滑
化
に
資
す
る
交
通
規
制
の
実
施
及
び
そ
れ

に
伴
う
道
路
標
識
等
の
整
備

移
動
円
滑
化
に
資
す
る
交
通
規
制
に
つ
い
て
は
、
法
文

に
は
歩
行
者
用
道
路
、横
断
歩
道
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
他
と
し
て
、
路
側
帯
の
設
置
、
斜
め
横
断
可
等
の
交

通
規
制
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
交
通
規
制
を
、
周
囲
の
道
路
交
通
環
境
、
道

路
利
用
者
の
意
見
等
を
踏
ま
え
つ
つ
実
施
す
る
。

○

歩
道
未
整
備
の
道
路
に
お
け
る
移
動
円
滑
化
に
資
す

る
交
通
規
制

歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
細
街
路
等
で
車
両
の
通
行

が
多
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
は
、
安
全
な
歩
行
空
間
を
形
成

す
る
た
め
、
自
動
車
の
通
行
を
禁
止
し
歩
行
者
に
対
し
自

由
な
通
行
を
確
保
す
る
歩
行
者
用
道
路
規
制
の
実
施
や
、

歩
行
者
の
通
行
部
分
を
指
定
し
歩
車
の
分
離
を
確
保
す
る

歩
行
者
用
路
側
帯
の
設
置
等
を
実
施
す
る
。

@

道
路
横
断
時
の
移
動
円
滑
化
に
資
す
る
交
通
規
制

歩
行
者
が
安
全
に
車
道
を
横
断
で
き
る
よ
う
、
歩
行
者

の
横
断
場
所
を
指
定
す
る
と
と
も
に
当
該
横
断
歩
道
上
の

歩
行
者
の
保
護
を
車
両
に
義
務
付
け
る
横
断
歩
道
の
設
置

や
、
歩
行
者
が
交
差
点
を
斜
め
に
横
断
す
る
こ
と
の
で
き

る
斜
め
横
断
可

(い
わ
ゆ
る
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
)
の

指
定
な
ど
を
実
施
す
る
。

③

特
定
経
路
を
通
行
す
る
車
両
か
ら
歩
行
者
の
安
全
を

守
る
た
め
の
交
通
規
制

そ
の
ほ
か
、
歩
行
者
の
安
全
を
守
る
た
め
、
速
度
規
制
、

一
時
停
止
の
規
制
を
実
施
す
る
ほ
か
、
十
分
な
広
さ
を
有

す
る
歩
道
に
つ
い
て
は
、
普
通
自
転
車
の
歩
道
通
行
部
分

の
指
定
な
ど
を
実
施
す
る
。

④

交
通
規
制
実
施
に
伴
う
道
路
標
識
･
道
路
標
示
の
高

度
化

こ
れ
ら
の
交
通
規
制
の
実
施
に
際
し
て
は
、
車
両
運
転

者
に
対
し
て
交
通
規
制
の
遵
守
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
の
歩
行
者
の
方
々
に
も
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
経
路
で
あ
る
こ
と
を
見
や
す
く
分
か
り
や
す
く
す

る
た
め
、
道
路
標
識
等
に
つ
い
て

･
大

型

化

視
認
性
を
高
め
る
た
め
標
識
柱
を
路
側
型

か
ら
路
上
型
に
す
る
と
と
も
に
標
識
板
を

大
型
に
す
る
も
の

･
高
輝
度
化

夜
間
に
お
け
る
視
認
性
を
高
め
る
た
め
、

標
識
板
を
、
内
照
式

(標
識
板
内
部
に
光

源
を
内
蔵
し
点
灯
さ
せ
る
も
の
)
又
は
自

発
光
式

(標
識
板
に
太
陽
電
池
を
電
源
と

し
た
発
光
部
を
取
り
付
け
点
滅
さ
せ
る
も

の
)
と
し
た
り
、
道
路
標
示
に
つ
い
て
反

射
材
料
を
用
い
た
り
す
る
も
の

･
可

変

化

時
間
規
制
に
よ
る
規
制
内
容
を
分
か
り
や

す
く
表
示
す
る
た
め
時
間
ご
と
に
標
識
を

変
化
さ
せ
る
も
の

を
積
極
的
に
進
め
る
。

直行セ 2000.5 !5

3

違
法
駐
車
行
為
の
防
止
の
た
め
の
活
動

バ
ス
停
留
所
等
に
お
け
る
違
法
駐
車
、
視
覚
障
害
者
用

誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
上
の
放
置
自
転
車
に
つ
い
て
は
、
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
の
乗
降
の
障
害
や
身
体
障
害
者
等
の
安
全
な

通
行
の
障
害
と
な
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
効
果
を
損
な
う
原
因
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
悪
質
性
、

危
険
性
、
迷
惑
性
の
高
い
違
反
に
重
点
を
置
い
た
駐
車
違

反
の
取
締
り
を
行
う
と
と
も
に
、
市
町
村
等
関
係
機
関
と

連
携
し
た
各
種
の
放
置
自
転
車
対
策
等
を
講
じ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

本
法
施
行
後
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
対
策
を
積
極
的

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
特
に
重
点
整
備
地
区
に
お
い
て

は
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
移
動
の
円
滑
化
の
妨
げ

と
な
る
違
法
駐
車
行
為
を
防
止
す
る
た
め
、
バ
ス
停
留
所



付
近
、
視
覚
障
害
者
用
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
上
等
の
違
法
駐
車

車
両
の
取
締
り
の
強
化
等
の
取
組
み
、
関
係
機
関
等
と
連

携
し
た
広
報
･
啓
発
活
動
等
を
重
点
的
に
行
う
こ
と
に
よ

り
、
各
種
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
に
つ
い
て
最
大
限
効
用
を

発
揮
さ
せ
、
安
全
な
歩
行
空
間
の
創
造
を
図
る
。

三

P
ー
C
S

(ビ
ツ
ク
ス
)
の
研
究

･
開
発

P
I
C
S

(歩
行
者
等
支
援
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

冠
の
Q
の
の
[
尺
""
□

]
□
酬O
N
HH一心
[…̂
〕)□

P
D
A

O
O
ロ
ロ
日‐□
□
]̂
YP
店
)̂□

の
"
言
日
の)
と
は
、
警
察
が
進
め
る
I
T
S
の
一
つ
の
シ

ス
テ
ム
で
あ
り
、
歩
行
者
、
特
に
高
齢
者
、
身
体
障
害
者

の
方
々
の
安
全
及
び
利
便
の
飛
躍
的
な
向
上
を
図
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
歩
行
者
が
携
帯
す
る
情
報
端
末
と

信
号
機
に
設
置
し
た
光
通
信
装
置
と
の
間
で
双
方
向
で
情

報
の
伝
達
を
行
う
も
の
で
、
主
に
視
覚
障
害
者
の
方
々
を

対
象
と
し
た
シ
ス
テ
ム
と
そ
れ
以
外
の
歩
行
者
を
対
象
と

を
通
じ
て
、
信
号
機
の
青
時
間
の
延
長
を
行
い
、
ゆ
っ
く

験
に
お
い
て
も
、
地
方
公
共
団
体
の
交
通
対
策
や
障
害
者

り
と
道
路
を
横
断
で
き
る
よ
う
措
置
す
る
ほ
か
、
道
を
間

対
策
の
担
当
者
、
障
害
者
の
方
々
等
か
ら
大
き
な
反
響
が

く
こ
と
が
困
難
な
聴
覚
障
害
者
の
方
々
等
の
た
め
、
当
該

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

情
報
端
末
の
画
面
に
現
在
地
周
辺
の
地
図
を
表
示
し
て
目

P
I
C
S
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
実
証
実
験
の
結
果
の

的
地
に
誘
導
す
る
シ
ス
テ
ム
。

分
析
に
基
づ
き
、
実
用
化
に
向
け
た
研
究
を
継
続
し
て
い

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
あ
っ
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

く
こ
と
が
困
難
な
聴
覚
障
害
者
の
方
々
等
の
た
め
、
当
該

情
報
端
末
の
画
面
に
現
在
地
周
辺
の
地
図
を
表
示
し
て
目

的
地
に
誘
導
す
る
シ
ス
テ
ム
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
あ
っ
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ

た
ル
ー
ト
を
画
面
に
示
す
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
横
浜
市

内
で
平
成
一
〇
年
か
ら
三
国
行
わ
れ
た
P
I
C
S
実
証
実

写真2 P I C S の実証実験の模様

し
た
シ
ス
テ
ム
の
二
つ
の
方
式
に
つ
い
て
研
究
開
発
を
行

っ
て
い
る
。

○

主
に
視
覚
障
害
者
を
対
象
と
し
た
シ
ス
テ
ム

携
帯
用
送
受
信
機
を
通
じ
て
、
歩
行
者
用
の
信
号
の
状

態

(｢信
号
は
青
で
す
｣
｢点
滅
で
す
｣
｢渡
れ
ま
せ
ん
｣

等
)
や
信
号
交
差
点
名
を
音
声
で
案
内
す
る
シ
ス
テ
ム
。

②

そ
の
他
の
歩
行
者
を
対
象
と
し
た
シ
ス
テ
ム

そ
の
他
の
歩
行
者
、
特
に
高
齢
者
や
車
い
す
の
方
々
に

対
し
て
、
携
帯
用
情
報
端
末

(小
型
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
)

Z6 道行セ 2000



き
ぞ
特
集
/
道
路
交
通
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
目
指
し
て
縦
瀦
ミ絲
洲
選
M総
ぷ,;

我
が
国
に
お
け
る
稾
舎
バ
ス
の
バ
リ
ア
フ
リ
…
化

運
輸
省
自
動
車
交
通
局
企
画
課

乗
合
バ
ス
の
果
た
す
役
割

乗
合
バ
ス
事
業
は
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及
、
交
通
渋
滞
に

よ
る
走
行
環
境
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
昭
和
四
〇
年
代
半

ば
を
ピ
ー
ク
に
一
貫
し
て
利
用
者
が
減
少
す
る
な
ど
、
厳

し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
る
。

一
方
で
乗
合
バ
ス
は
、
通
勤
、
通
学
、
通
院
、
買
い
物

な
ど
の
地
域
住
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
公
共
交
通
機
関

と
し
て
昔
も
今
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
で

も
高
齢
者
に
よ
る
利
用
に
つ
い
て
は
、
昨
年
総
務
庁
が
実

施
し
た
高
齢
者
の
日
常
生
活
に
関
す
る
意
識
調
査
に
よ
る

と
、
五
二
･
八
%
の
高
齢
者
が
主
な
外
出
手
段
は
バ
ス
･

電
車
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
に
お
い
て

は
、
自
動
車
事
故
の
防
止
、
交
通
渋
滞
の
解
消
、
環
境
問

題
へ
の
対
応
の
観
点
か
ら
乗
合
バ
ス
の
社
会
的
意
義
が
再

認
識
さ
れ
、
そ
の
果
た
す
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

乗
合
バ
ス
車
両
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

身
体
障
害
者
の
方
が
車
い
す
に
乗
っ
た
ま
ま
乗
降
で
き

る
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
、
よ
り
低
床
の
ス
ロ
ー
プ
付
き
バ
ス

に
つ
い
て
は
従
来
よ
り
導
入
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
我
が
国
に
お
い
て
現
在
の
ス
タ
イ
ル
の
ノ
ン
ス
テ
ッ

プ
バ
ス

(乗
降
口
に
段
差
の
な
い
バ
ス
。
床
面
の
高
さ
は

地
上
か
ら
約
三
五
増
)
が
開
発
、
導
入
が
開
始
さ
れ
た

の
は
平
成
人
年
度
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

後
、
絶
え
間
な
い
技
術
研
究
開
発
が
行
わ
れ
、
環
境
に
も

配
慮
し
た
C
N
G
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
、
中
型

･
小
型
の

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
も
登
場
し
て
い
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
さ
れ
た
バ
ス
車
両
の
導
入
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
一

リフト付きバス



表 1 乗合バス車両の導入台数の推移

鰄 自生H にUH RUH ワゾH RUH QJH H 10

リフト付き

ノミス
騎
跳の

い

%
芻魚

“
錫 れ

靴
1
@ 皺 0

%

8

%

スロープ付き

ノミス 報 れ
跳′ゅ

即
芻
1
@ 繊 錢 滌 秘

銘
9

は

ノンステップ

ノミス - - - -
9

蘇
菊
芻

3

%

※ ( ) 内の数字は、 全車両数にしめる割合

表 2 乗合バス車両のバリアフリー化に係る支援措置 (平成12年度)

支援措置の内容 予算額、補助率、税率等

飜緘
轢

-

護

蝸

胱

総

醐

鱒
稠箋

妙は取

の

湖

数
搬

檄
鮴

の
、
物
測

億
彫

鰓
殴

織
置

鯛
受

鰯
ス

の
プ

バ

減
バ

ス

蹴
磨
構
鬱
檮

隧
講
贓筑

刈
刈

紛
休

鴛
鴛

勃
鱗

鰄
鰔

づ
鴎

笏
笏

知
鰔
繊
税

、
は

固

免

の

の

置

又

す

は

類
額

装
滅
い

又

価
価

定
軽
車
減

廳
縢

姻
※
h
旛

鰹
雙

熟
わ
"
分

者

の

害
設

臟
獺繃

堝業諦彰

鏑繊端鰯資

鱗
小
-“猟…瀰

牀務ル鬱鞠
I
彫

鍋
物

鐐
轢

利
限

金
上

付
付

貸
貸

(※)基準取得価額=車両価額の40%相当額

一
年
三
月
末
現
在
で
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
ニ
七
人
台
、
ス
ロ

ー
プ
付
き
バ
ス
九
六
二
台
、
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
四
三
三

台
と
な
っ
て
い
る
が
、
全
乗
合
バ
ス
車
両
約
六
万
台
か
ら

み
る
と
、
ま
だ
ま
だ
低
い
割
合
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る

(表
1
)。

こ
れ
ま
で
の
運
輸
省
の
取
り
組
み

運
輸
省
は
、
リ
フ
ト
付
バ
ス
の
導
入
に
つ
い
て
は
平
成

七
年
度
よ
り
、
低
床
ス
ロ
ー
プ
付
き
バ
ス
及
び
ノ
ン
ス
テ

ッ
プ
バ
ス
の
導
入
に
対
し
て
は
平
成
八
年
度
よ
り
補
助
を

行
っ
て
お
り

(当
初
は
バ
ス
活
性
化
シ
ス
テ
ム
整
備
費
等

補
助
事
業
、
後
に
平
成
一
○
年
度
よ
り
バ
ス
利
用
促
進
等

総
合
対
策
事
業
)、
社
会
的
要
請
の
増
大
を
勘
案
し
、
毎

年
そ
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

平
成
三
一年
度
に
お
い
て
は
、
公
共
交
通
移
動
円
滑
化
設

備
整
備
費
補
助
事
業
を
新
た
に
創
設
し
、
乗
継
等
情
報
提

供
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
鉄
道
と
バ
ス
相
互
の
共
通
乗
車
カ

ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
併
せ
て
六
･
七
億
円
を
確
保
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
等
低
床
バ
ス
の

車
両
購
入
費
補
助
に
対
す
る
申
請
は
年
を
追
う
ご
と
に
増

え
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
ま
さ
に
バ
ス
事
業
者
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
へ
の
意
識
の
高
ま
り
を
反
映
し
て
い
る
。
(支

援
措
置
に
つ
い
て
は
表
2
)

さ
ら
に
、
昭
和
五
三
年
に
車
い
す
利
用
者
の
乗
合
バ
ス

ヘ
の
乗
車
に
関
す
る
通
達
を
発
出
し
、
車
い
す
を
折
り
た

た
ま
ず
に
乗
車
で
き
る
か
ど
う
か
を
明
示
す
る
ス
テ
ッ
カ

ー
の
貼
付
、
乗
車
等
に
必
要
な
介
護
人
の
同
伴
、
車
い
す

を
固
定
す
る
バ
ン
ド
等
の
設
置
等
に
つ
い
て
指
導
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
車
両
の

普
及
等
に
鑑
み
、
昨
年
一
二
月
に
こ
の
通
達
を
改
正
し
て

介
護
人
の
同
伴
を
不
要
と
し
、
車
い
す
利
用
者
の
単
独
で

の
乗
車
を
認
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
成
立
に
よ
っ
て

今
通
常
国
会
に
お
い
て
、
運
輸
省
、
建
設
省
、
警
察
庁
、

自
治
省
は
｢高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
た
移
動
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案
｣

(交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
案
)
を
共
同
提
出
し
、
本
法
律

案
は
衆
･
参
議
院
と
も
に
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た

(施

行
は
鉄
道
、
船
舶
等
車
両
の
一
部
を
除
き
、
法
律
の
公
布

後
六
ヶ
月
以
内
)
。
本
法
律
で
は
、
公
共
交
通
事
業
者
に

対
し
、
旅
客
施
設
の
新
設
･
大
改
良
、
車
両
の
新
規
導
入

に
つ
い
て
、
本
法
律
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
準
へ
の
適
合
を
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、
既
存
の



旅
客
施
設
･
車
両
に
つ
い
て
は
努
力
義
務
を
課
す
こ
と
と

し
た
。
さ
ら
に
、
国
の
策
定
す
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

一
定
規
模
の
旅
客
施
設
を
中
心
と
し
た
地
区
に
お
け
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
重
点
的
･
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、

市
町
村
が
基
本
構
想
を
作
成
す
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
基

本
構
想
に
従
っ
て
公
共
交
通
事
業
者
等
が
そ
れ
ぞ
れ
具
体

的
な
事
業
計
画
を
作
成
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
の

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
以
下
、
乗
合

バ
ス
に
係
る
内
容
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
。

①

移
動
円
滑
化
の
た
め
に
乗
合
バ
ス
事
業
者
が
講
ず
べ

き
措
置

(第
四
条
関
係
)

バ
ス
車
両
を
新
た
に
事
業
の
用
に
供
す
る
と
き
は
、
移

動
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
構
造
や
設
備
に
関
す
る
省
令

で
定
め
る
基
準

(以
下

｢移
動
円
滑
化
基
準
｣
と
い
う
。)

に
適
合
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
移
動
円

滑
化
基
準
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
関
係
者

の
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
地
形
上
の
理
由
等
に
よ
り
基
準
適
合
車
両
の
導
入
が

物
理
的
に
困
難
な
路
線
を
走
行
す
る
場
合
等
を
除
き
、
①

床
面
を
地
上
か
ら
一
定
の
高
さ
以
下
と
す
る
こ
と
、
②
ス

ロ
ー
プ
板
又
は
リ
フ
ト
を
備
え
て
い
る
こ
と
、
③
乗
降
口

及
び
通
路
を
一
定
の
幅
以
上
と
す
る
こ
と
等
と
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
前
述
の
場
合
を
除
き
、

原
則
と
し
て
全
て
の
乗
合
バ
ス
車
両
が
概
ね
一
○
~

一
五

年
で
低
床
バ
ス
に
代
替
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
他
、
事
業
の
用
に
供
す
る
車
両
等
を
移
動
円
滑
化

基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
、
職
員
に
対
す

る
教
育
訓
練
等
の
実
施
に
つ
い
て
、
努
力
義
務
を
課
す
こ

と
と
し
た
。

⑭

公
共
交
通
特
定
事
業
の
実
施

(第
七
条
関
係
)

市
町
村
が
作
成
す
る
基
本
構
想
が
作
成
さ
れ
た
と
き
は
、

関
係
す
る
乗
合
バ
ス
事
業
者
は
公
共
交
通
特
定
事
業
計
画

を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
当
該
公
共
交
通
特
定
事
業

(乗
合
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
低
床
バ
ス
の
導
入
そ
の
他
の
移

動
円
滑
化
の
た
め
の
事
業
)
を
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
当
該
公
共
交
通
特
定
事
業
計
画
が
基
本
方
針
及
び

移
動
円
滑
化
基
準
に
照
ら
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
り
、
か

つ
事
業
を
確
実
に
遂
行
す
る
た
め
に
技
術
上
及
び
資
金
上

適
切
な
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
運
輸
大
臣
は
当

該
計
画
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

⑩

運
輸
施
設
整
備
事
業
団
の
業
務
追
加
(第
二
一条
関
係
)

移
動
円
滑
化
の
た
め
の
事
業
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定

め
る
も
の
を
実
施
す
る
公
共
交
通
事
業
者
に
対
す
る
補
助

金
の
交
付
が
、
新
た
に
運
輸
施
設
整
備
事
業
団
の
業
務
と

し
て
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
前
述
の
平
成
一
二
年
度
に

新
設
さ
れ
た
公
共
交
通
移
動
円
滑
化
設
備
整
備
費
補
助
事

業
が
含
ま
れ
て
お
り
、
当
該
事
業
の
推
進
に
よ
り
、
ノ
ン

ス
テ
ッ
プ
バ
ス
等
の
導
入
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

今
後
の
課
題

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
成
立
に
よ
っ
て
我
が
国
に
お

け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
大
き
く
進
展
す
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、
早
く
か
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
欧
米
諸
国
と
の
比
較
に
お
い
て
は
よ

う
や
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
残
さ
れ
て
い

る
。
当
該
法
律
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
二

〇
〇
五
年
ま
で
に
、
次
の
よ
う
な
諸
課
題
の
解
決
の
道
筋

を
探
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

①

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
標
準
化

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
普
及
の
促
進
を
阻
害
す
る
要
因

の
一
つ
と
し
て
、
車
両
が
高
価
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
通
常
の
バ
ス
の
価
格
が
約
一
、
五
〇
〇
万
円
で
あ
る

の
に
対
し
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
は
約
二
、
三
〇
〇
万
円
と
、

購
入
費
が
一
･
五
倍
程
度
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

り
、
乗
合
バ
ス
事
業
の
経
営
が
厳
し
い
中
で
ノ
ン
ス
テ
ッ

プ
バ
ス
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
に
は
、
価
格
の
低
減
化

が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
現
在
事
業
者
に

よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
仕
様
や

構
造
の
標
準
化
を
図
り
、
そ
の
標
準
仕
様
等
に
則
っ
た
車

両
の
量
産
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ノ
ン
ス
テ
ッ

プ
バ
ス
の
標
準
化
に
つ
い
て
は
、
昨
年
九
月
、
八
都
市
の

公
営
事
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
内
部
仕
様
等
の
統
一
に

向
け
た
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
民

営
事
業
者
の
意
見
も
反
映
し
な
が
ら
よ
り
抜
本
的
な
仕
様

や
構
造
の
標
準
化
を
図
る
た
め
、
運
輸
省
と
し
て
は
、

近
々
、
学
識
経
験
者
、
バ
ス
事
業
者
、
バ
ス
メ
ー
カ
ー
、

関
係
省
庁
等
か
ら
成
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
あ



り
、
二
〇
〇
二
年
度
を
目
途
に
標
準
仕
様
の
策
定
を
目
指

す
こ
と
と
し
て
い
る
。
補
助
制
度
の
活
用
と
と
も
に
、
こ

の
よ
う
な
標
準
化
の
積
極
的
な
推
進
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
二
〇
一
〇
年
代
初
頭
ま
で
に
、
少
な
く
と
も
全
乗
合

車
両
数
の
二
0
~
二
五
%
の
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
導
入

を
図
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

⑭

効
果
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
た
め
の
道

路
管
理
者
等
と
の
連
携

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
バ
ス
車
両
が
そ
の
効
果
を
発

　
　
　

　　
　

な
ら

ノ ンステツフ
oノベス

揮
す
る
た
め
に
は
、
バ
ス
事
業
者
だ
け
の
取
り
組
み
だ
け

で
は
不
十
分
な
面
が
あ
る
。
例
え
ば
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

さ
れ
た
バ
ス
が
乗
り
入
れ
る
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
ノ

ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
正
着
又
は
ス
ロ
ー
プ
板
の
使
用
が
可

能
な
歩
道
の
整
備
、
道
路
の
縁
石
の
配
置
の
改
良
、
積
雪

地
帯
に
お
け
る
バ
ス
停
付
近
の
除
雪
の
徹
底
、
さ
ら
に
は

バ
ス
停
付
近
の
違
法
駐
車
や
違
法
駐
輪
の
排
除
等
、
バ
ス

車
両
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
投
資
を
無
駄
に
し
な
い
よ

う
な
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
は
、
鉄
道
事
業
者
、
道
路

管
理
者
、
警
察
当
局
等
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
。
今
後

は
、
地
元
自
治
体
の
主
導
に
よ
り
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
に
基
づ
き
重
点
整
備
地
区
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
地

区
の
み
な
ら
ず
そ
れ
以
外
の
地
区
に
お
い
て
も
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
車
両
の
導
入
計
画
段
階
か
ら
関
係
者
が
う
ま
く
情

報
交
換
、
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
整
合
性
あ
る
計
画

を
策
定
し
、
そ
れ
に
則
っ
た
形
で
の
効
果
的
な
助
成
措
置

を
講
じ
て
い
く
な
ど
、
効
果
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推

進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑩

ソ
フ
ト
面
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

利
用
者
に
と
っ
て
望
ま
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
の
み
な
ら
ず
、
ソ
フ

ト
面
で
の
対
応
も
重
要
で
あ
る
。

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
が
安
心
し
て
外
出
し
、
乗
合

バ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
ノ
ン
ス
テ

ッ
プ
バ
ス
等
の
導
入
状
況
や
運
行
状
況
に
関
す
る
情
報

を
、
そ
れ
ら
の
方
々
が
あ
ら
か
じ
め
知
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
情

報
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
一
部
路
線
に
つ
い
て
、
バ
ス
事

業
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
事
例

も
あ
る
が
、
対
象
が
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ

る
。
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
等
の
導
入
状
況
に
つ
い
て
は
、

本
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
東
京
都
二
三
区
内
を
対
象
と
し

て
実
証
実
験
を
行
っ
た

｢バ
ス
情
報
総
合
利
用
案
内
シ
ス

テ
ム
｣
は
好
評
を
得
て
い
る
が
、
今
後
は
、
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法
に
基
づ
く
指
定
法
人
に
よ
り
、
全
国
的
に
統
一

が
図
ら
れ
た
情
報
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
等
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
連
行
情
報
の

提
供
も
技
術
的
に
は
可
能
で
あ
り
、
前
述
公
共
交
通
移
動

円
滑
化
設
備
整
備
費
補
助
事
業
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な

情
報
提
供
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
整
備
を
補
助
の
対
象
と
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
当
該
事
業
の
活
用
に
よ
っ
て
、
一

層
の
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
公
共
交
通
機
関
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
に

は
、
社
会
的
連
帯
の
精
神
に
基
づ
く
国
民
一
人
一
人
の
理

解
と
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

進
展
に
伴
い
、
乗
合
バ
ス
に
お
い
て
も
、
今
後
、
車
い
す

利
用
者
の
乗
降
、
車
内
で
の
移
動
等
に
お
い
て
一
般
利
用

客
等
の
理
解
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
が
ま
す
ま

す
増
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
制

定
を
機
に
、
広
報
活
動
等
に
よ
り
｢心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
｣

を
国
民
の
間
に
浸
透
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

20 道ネテセ 2000.5
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"覊
*特
集
/
道
路
交
通
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
目
指
し
て
稟

~

2

路
面
電
車
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化運

輸
省
鉄
道
局
技
術
企
画
課

一
路
面
電
車
の
現
状

日
本
の
路
面
電
車
は
、
明
治
二
八
年
に
誕
生
し
て
以
来

一
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
も
ち
、
最
盛
期
に
は
全
国
の
六

五
都
市
で
活
躍
し
て
い
た
が
、
今
日
ま
で
衰
退
の
一
途
を

た
ど
っ
て
き
た
も
の
の
、
現
在
で
も
、
一
九
地
域
二
○
軌

道
事
業
者
で
存
続
し
、
軌
道
区
間
は
総
延
長
二
四
二
蹴
に

及
ぶ
も
の
と
な
っ
て
い
る

(図
1
、
表
1
)
。

ま
た
、
路
面
電
車
の
メ
リ
ッ
ト
･
デ
メ
リ
ッ
ト
を
主
体

ご
と
に
整
理
し
た
も
の
を
表
2
に
示
す
。
路
面
電
車
は
、

道
路
面
か
ら
直
接
乗
車
で
き
る
こ
と
、
道
路
に
沿
っ
て
運

行
さ
れ
る
た
め
に
ル
ー
ト
･
行
き
先
が
わ
か
り
や
す
い
こ

と
、
車
両
の
低
床
化
に
よ
っ
て
段
差
の
改
善
が
比
較
的
容

易
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
に
対
し
て

も
移
動
支
援
と
し
て
の
活
用
が
期
待
で
き
る
。

-
-
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
の
対
策

路
面
電
車
に
つ
い
て
は
、
道
路
上
に
軌
道
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
安
全
確
保
の
た
め
の
対
策
と
あ
わ
せ
、
各

種
の
車
両
、
停
留
所
等
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た

め
の
対
策
が
提
案
さ
れ
、
ま
た
、
段
差
の
改
善
な
ど
一
部

の
対
策
に
つ
い
て
は
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
車
両
、
停
留
所
な
ど
に
お
け
る
移
動
円
滑
化
の
た
め

の
対
策
の
例
を
次
に
示
す
。

○

車
両

路
面
電
車
の
車
両
に
お
い
て
は
、
車
両
の
乗
降
口
及
び

停
留
所
の
間
の
段
差
を
改
善
す
る
こ
と
が
可
能
な
車
両
の

低
床
化
が
欧
米
を
中
心
と
し
て
推
進
さ
れ
て
お
り
、
我
が

国
で
も
熊
本
市
交
通
局
及
び
広
島
電
鉄
で
欧
州
メ
ー
カ
ー

の
技
術
を
活
用
し
た
車
両
が
導
入
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
車
両
で
は
停
留
所
表
面
レ

ベ
ル
か
ら
客
室
床
面
レ
ベ
ル
ま
で
一
m
弱
の
段
差
が
あ
っ

た
も
の
が
一
0
m
強
に
ま
で
改
善
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
車
両
の
乗
降
口
へ
の
車
い
す
用
の
ス
ロ
ー
プ
の

装
備
、
車
内
へ
の
車
い
す
用
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
と
い
っ
た

対
策
も
行
わ
れ
て
い
る

(写
真
1
)。

⑭

停
留
所

路
面
電
車
の
停
留
所
に
つ
い
て
は
、
停
留
所
上
の
乗
客

の
安
全
確
保
の
た
め
、
停
留
所
の
島
状
化
、
安
全
柵
の
設

置
や
、
雨
天
時
で
も
停
留
所
表
面
を
滑
り
に
く
く
す
る
た

め
の
上
屋
の
設
置
が
一
部
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
停
留
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
の
た
め
、
道
路
中

央
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
停
留
所
に
係
る
歩
行
者
用
信
号

機
の
設
置
、
歩
道
･
車
道
及
び
停
留
所
の
間
の
段
差
を
改



1 . 札幌市交通局 軌道線

局

　　　　

　　　

東京都交通局 荒川線

世田谷線世

練
襁
様
態
躁

　
　
　
　　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

道

京
道鉄

　　

　　
山

14. 広島電鉄 軌道線

17, 西日本鉄道 北九州線

版堺電気軌道 阪堺上町線

　
o

闘
図

善
す
る
た
め
の
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
、
軌
道
の
歩
道
寄
り
へ

の
設
置
、
車
両
の
乗
降
口
及
び
停
留
所
の
間
の
段
差
を
改

善
す
る
た
め
の
停
留
所
の
か
さ
上
げ
、
停
留
所
上
で
の
移

動
円
滑
化
の
た
め
の
停
留
所
幅
員
の
拡
幅
と
い
っ
た
対
策

が
一
部
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
停
留
所
へ
の
対
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
停

留
所
が
道
路
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
円
滑
な
道
路

交
通
流
の
確
保
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る

(写
真
2
)。

③

料
金
収
受
方
式

日
本
の
運
賃
収
受
方
式
は
、
乗
車
、
降
車
そ
れ
ぞ
れ
の

専
用
扉
を
設
定
し
、
原
則
と
し
て
車
内
で
運
賃
を
収
受
す

る
方
式
が
と
ら
れ
て
お
り
、
車
内
で
の
移
動
が
必
要
で
あ

る
が
、
欧
米
で
実
施
さ
れ
て
い
る
チ
ケ
ッ
ト
キ
ャ
ン
セ
ラ

ー
方
式

(自
分
で
切
符
を
購
入
し
、
車
内
で
自
己
検
札
す

る
も
の
で
、
ど
の
ド
ア
か
ら
も
自
由
に
乗
降
が
可
能
)
で

は
車
内
で
の
移
動
の
必
要
性
を
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
独
立
採
算
性
を
原
則
と
す
る
我
が
国
の
交
通
事
業
に

お
い
て
は
、
運
賃
を
確
実
に
徴
収
す
る
こ
と
に
重
点
が
置

か
れ
て
い
る
た
め
、
欧
米
型
の
シ
ス
テ
ム
を
そ
の
ま
ま
導

入
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
バ
ス
を
含
め
た
路
面

公
共
交
通
の
運
賃
収
受
方
式
に
つ
い
て
、
海
外
の
事
例
を

参
考
と
し
な
が
ら
、
既
に
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
カ
ー

ド
方
式
の
活
用
や
導
入
に
よ
る
効
果

(時
間
短
縮
、
車

両
･
要
員
の
削
減
)
と
不
正
乗
車
に
よ
る
収
入
減
の
実
証

的
な
研
究
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
に
適
し
た
方

式
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

r
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□
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表 1 事業者及び事業規模

事 業 者 名
営業キロ

(k m )

一日平均利用者数
(千人)

輸送密度
(千人 ･k m / k m )

表定速度
(k m / h)

1 札幌市交通局 軌道線 8.5 24 8,2 12,4

2 函館市交通局 10,9 23 6.4 12.8

3 東京都交通局 荒川線 12,2 61 13.2 15,6

4 東京急行電鉄 世田谷線 5.1 49 22,9 19.1

5 豊橋鉄道 東田本線 5,3 8 4,1 144

6 名古屋鉄道 岐阜市内線･美濃町線 23,9 16 3,2 18,3

7 富山地方鉄道 富山軌道線 6,4 14 5,8
･ 13.5

8 加越能鉄道 万葉線 7.9 3 2,3 18.5

9 福井鉄道 福武線 33 6 16,7 22.7

10 京阪電鉄 京津 ･石山線 25.2 63 11,8 26,4

11 京福電気鉄道 嵐山 ･北野線 11･0 24 9,9 20.6

12 版堺電気軌道 阪堺上町線 18,7 32 6.2 18,7

13 岡山電気軌道 4.7 12 4.8 10.6

14 広島電鉄 軌道線 18,8 123 17,5 12.O

15 伊予鉄道 市内線 6.9 23 6,6 12.9

16 土佐電鉄 25.3 21 3.2 16,9

17 西日本鉄道 北九州線 5.1 22 6.4 27.8

18 長崎電気軌動 11.5 58 16.2 13,9

19 熊本市交通局 12,1 30 8.5 14.1

20 鹿児島市交通局 13.1 29 7.6 14,1

合 計 笈g .9 641 平均9.1 平均16.1
出典 :平成 9年度鉄道統計年報

表定速度は建設省調査 (H 8 )

表 2 路面電車のメリット ･デメリット

主 体 メ リ ッ ト デ メ リ ッ ト

利用者側 ･ (地下鉄、 新交通システムに比べて) 路面を走行し、
駅間が短いためアクセス性がよい

･ (バスに比べて) ルート、 行き先がわかりやすい
･ (地下鉄 ･新交通システムに比べて) 運航頻度が高い

･ (地下鉄、 新交通システムに比べて) - 列車の輸送単
位が小さく、 輸送力が相対的に小さい

･ (バスに比べて) 停留所が道路の中央部にあるため、
幅員が狭いこと。 歩道側へのアクセスが必要など安全
面での配慮が必要である

･ (バス、 自動車に比べて) 排気ガス、 二酸化炭素の排
出や騒音が少なく、 環境にやさしい

･ (地下鉄、 新交通システムに比べて) 高齢者、 身障者
にとっても乗り易く公共福祉の面で有効

･路面電車の構成要素 (車両 ･駅など) は街なみと一体
的に整備がしやすい規模であり、 トランジットモール
のように路面電車を生かした街づくりが可能

･架線があり、 景観上の配慮が必要である
･道路空間を占有するため、 他の交通に与える影響が大
きい

整 備 側 ･ (地下鉄、 新交通システムに比べて) 建設コストが低
廉である

･ (新交通システムに比べて) 道路を平面的に活用でき
るため、 導入空間の確保は比較的容易である

･ (地下鉄、 新交通システムに比べて) 信号、 制御など

の施設が簡素である

･ (地下鉄、 新交通システムに比べて) 編成長、 速度な
どの制約が大きく、 輸送力、 速度が低い

･ (地下鉄、 新交通システムに比べて) 交差点などでは
自動車や歩行者との平面交差が生じ、 信号処理などの
対策が必要である

･ (地下鉄、 新交通システムに比べて) 多数の運転要員
が必要となる



三

行
政
に
よ
る
支
援

路
面
電
車
に
係
る
移
動
円
滑
化
の
た
め
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
新
た
な
投
資
が
必
要
で
あ
る
が
、
軌
道
事
業
者
の

半
数
以
上
が
赤
字
経
営
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
支
援
を

適
切
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

現
在
、
路
面
電
車
に
対
す
る
行
政
に
よ
る
支
援
方
策
と

し
て
は
、
車
両
に
対
す
る
運
輸
省
の
助
成
制
度
及
び
軌
道

等
施
設
に
対
す
る
建
設
省
の
助
成
制
度
が
あ
り
、
そ
の
概

略
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

運
輸
省
で
は
、
低
床
式
車
両
に
つ
い
て
は
、
路
面
電
車

の
活
性
化
な
ど
に
資
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
一
○
年
度
よ

り
鉄
道
軌
道
近
代
化
設
備
費
等
補
助
の
拡
充
に
よ
り
、
低

床
式
代
替
車
両
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
一
○
、

一

一
年
度
に
広
島
電
鉄
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

ま
た
、
建
設
省
で
は
、
既
存
の
道
路
区
域
内
に
お
い
て
、

道
路
交
通
の
円
滑
化
に
資
す
る
路
面
電
車
の
延
伸
、
新
設

等
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
九
年
度
以
降
走
行
路

面
及
び
停
留
所
等
の
整
備
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
体
に
補

助
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　

　

　

　　　
　

,

真 停留所及び低床車両の例 (広島電鉄)

四

今
後
の
課
題

今
日
の
都
市
交
通
施
策
に
お
い
て
、
道
路
交
通
の
渋
滞

緩
和
な
ど
へ
の
対
応
と
し
て
の
路
面
電
車
の
活
用
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

も
配
慮
し
た
上
で
、
整
備
財
源
、
道
路
･
都
市
と
の
一
体

的
な
整
備
方
策
、
技
術
開
発
な
ど
の
課
題
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

写真 1 低床車両の例 (熊本市交通局)



ず特
集
/
道
路
交
通
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
目
指
し
て

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
圓
描
し
て

北
九
州
市
か
ら
の
報
告
ー北

九
州
市
建
設
局
土
木
部
道
路
計
画
課

は
じ
め
に

平
成
一
〇
年
四
月
小
倉
駅
に
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
が
延
伸

さ
れ
、
小
倉
駅
周
辺
は
一
変
し
た
。
改
築
さ
れ
た
駅
ビ
ル

か
ら
モ
ノ
レ
ー
ル
が
走
り
出
し
、
駅
周
辺
に
張
り
巡
ら
さ

れ
た
空
中
回
廊
を
多
く
の
人
々
が
安
全
で
快
適
に
歩
き
、

集
う
様
子
は
、
訪
れ
る
人
々
に
と
っ
て
驚
き
と
近
未
来
へ

の
予
感
を
与
え
て
く
れ
る
。

北
九
州
市
で
は
、
二
一
世
紀
に
向
け
活
力
あ
る
都
市
づ

く
り
を
目
指
し
、
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い

る
。
新
北
九
州
空
港
、
東
九
州
自
動
車
道
、
響
灘
ハ
ブ
ポ

ー
ト
や
学
術
研
究
都
市
の
四
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
軸
に
、

そ
の
数
は
三
〇
〇
を
超
え
る
。
一
〇
〇
万
人
都
市
に
ふ
さ

わ
し
い
顔
づ
く
り
と
し
て
小
倉
駅
周
辺
の
整
備
は
、
そ
の

主
要
な
一
つ
で
あ
っ
た

(写
真
1
)。

にはエレベーター、 エスカレーターを設置

写真 1 JRモノレール駅が直結しペデストリアンデッキ

、
が ‘ そう′

　　　

一

小
倉
駅
周
辺
(公
共
交
通
)の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

本
市
の
表
玄
関
で
あ
る
小
倉
駅
は
、
一
日
に
一
〇
万
人

近
い
乗
降
客
数
を
数
え
な
が
ら
、
バ
ス
･
モ
ノ
レ
ー
ル
な

ど
へ
の
乗
り
換
え
利
用
者
に
と
っ
て
、
バ
ス
停
が
駅
周
辺

道
路
に
多
数
分
散
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
モ
ノ
レ
ー
ル

停
留
所
と
は
南
約
四
〇
0
m
離
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
交
通
結
節
点
と
し
て
の
機
能
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い

た
。こ

の
た
め
、
昭
和
六
三
年
か
ら
様
々
な
委
員
会
で
調
査

研
究
を
経
て
、
そ
の
改
善
、
機
能
の
強
化
充
実
が
図
ら
れ
、

平
成
一
〇
年
春
に
駅
舎
の
建
替
え
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸

事
業
が
完
成
し
た
。

こ
の
事
業
に
あ
わ
せ
て
小
倉
駅
で
は
、
平
成
人
年
度

｢駅
内
外
歩
行
者
快
適
化
作
戦
｣
が
導
入
さ
れ
、
歩
行
者



嫌
小食駅フロアガイド
Kokurastatlon FloorGulde
圏エレベ-夕-
例エスカレーター
圏踏段
臍スロープ
曰点字案内板

アミユブラザ

繊鷲纂会議所

　
ミユブラザ

　
アミープラザ

　　
　

盟手すりに沿って行き先を示す、点鑿ン-ト

　　　　
　　 　、7‐定
ず 在組ホ-ム

綴饑皺燻此れ実効1空間

小
倉
駅
に
は
、隊
･モ
ノレー
ル
バ
スタ
ー
ミ
ナ
ル

　
　　
　
　
　

キ
が
、周
辺
への
移
動
を
助
け
る
、総
合
的
な
バ

　
　
　
　

　
　
　
　

　　
　
　

り
ア
フ1
窒
m
と
し
て
、機
能
し
て
いま
す
。

耶全ての在家総ホームにエスカレーター･エレベーターを故霞

を儼艫鱗飜朧獺
バリアフリー整備の進んでいない
駅でも、あらかじめJR各駅に申し
出れば、駅員の方が介助の準備
を整えてくれます。各駅の介助受
付電話番号は次のとおりです。
門司港駅TEL翁郭‐321.0495
門 司 駅TEL【093‐381･3876
戸 畑 駅TEL:093.881.3405
枝 光 駅TEL:093.671.oofs
スベ‐スワ-ルド駅TEL:093-67l.7886
八 幅 駅TEUo93‐671‐8791
懇 篤 駅TEL:093-64t-2684
折 尾 駅TEL:093.602.3946
若 松 駅TEL:093‐761‐2400
小森江駅TEじ093‐381‐7176
九州工大前駅TEL:093‐881‐5960
西小倉駅TEL:093.682.18t7
南小倉駅TEL:093681･0020
城 野 駅TEL:093.92t.2278
安部山公園駅TEL:093･93l-l044
下国授駅TEL:0934門‐7165

そ
の
他
の
交
通
機
関

モと
レール
各
駅
に
も
、工業
、1タ
ー
の
設
置
を

は
じ
め
と
す
る
、バ
リ
ア
フリ
ー
盤
鰤
を
す
す

め
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、小
倉
駅
か
ら
各

駅
への
、連
携
し
ち炎
リ
ア
"“
‘
空
側
を
目
指

し
て
いま
す
。ま
た
バ
ス停
の“驚
獅
や
,障
害

者
が
利
用
し
や
す
いリ
フト

　　
　
　

し
て
いま
す
。

園分かりやすい娚鵠サイン

北九州モノレール

　　　　　　　　　
銹導･鮮告ブロック 圈貞宇賀示行券完淺 囲貞宇襄示付駅案内級

囲邇拙の高低莚を解消するエスカレーター･エレベ-夕-

圏バス停の車鶴子用スロープ

図 1 小倉駅フロアガイド (バリアフリーマップより)

2 6 道々テセ 2000.5



空
間
に
お
け
る
快
適
性
、
利
便
性
の
向
上
を
求
め
た
連
続

性
の
あ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
図
ら
れ
た

(図
1
･
2
)。

具
体
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る
改
札
口
か
ら
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
ま
で
駅
構
内
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
置
す
る
だ
け
で
な
く
、
駅
構
外
に
お
い
て
も
駅
ビ
ル
を

貫
通
し
、
鉄
道
上
空
を
横
断
す
る
公
共
連
絡
通
路
の
整
備

を
行
っ
た
り
、
ま
た
、
駅
南
北
に
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ

キ
を
設
置
し
、
周
辺
の
ホ
テ
ル
、
商
業
･
業
務
施
設
な
ど

と
直
結
さ
せ
た
。

つ
ま
り
、
複
数
の
交
通
機
関
を
相
互
に
連
結
し
な
が
ら

駅
南
北
間
の
歩
行
者
動
線
を
中
心
に
駅
周
辺
の
歩
行
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
一
体
化
、
回
遊
性
が
確
保
で
き
た
。
さ
ら
に
、

歩
行
者
の
垂
直
移
動
や
水
平
移
動
に
際
し
、
そ
れ
を
支
援

し
、
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
及
び
ム
ー
ピ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
(動
く
歩
道
)

等
も
積
極
的
に
整
備
し
た
。

二

小
倉
都
態
地
区
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

こ
の
よ
う
に
、
小
倉
駅
周
辺
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
先
進

地
と
し
て
蘇
っ
た
。
し
か
し
、
都
心

(ま
ち
)
全
体
へ
面

的
に
広
が
り
、
ま
た
総
合
的
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
な

く
て
は
、
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
快
適
に
活
動
で
き
る

こ
と
に
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
平
成
九
年
度
よ
り
小
倉
駅
を
中
心
に
、
都
市

機
能
の
集
積
す
る
概
ね
一
如
四
方
、
面
積
約
一
五
0
m
を

対
象
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み
を
進

め
た

(図
3
)。

道行セ 2000,5 27
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図 2 小倉駅周辺歩行者空間ネットワーク

中心商店街
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平
成
九
年
七
月
に
、
高
齢
者
や
障
害
者
を
含
め
た
道
路

利
用
者
総
勢
三
一〇
名
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
点
検
を
行
い
、

道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
を
中
心
に
二
〇
〇
箇
所
以

上
の
意
見
、
要
望
を
受
け
た
。
歩
道
の
勾
配
や
歩
車
道
境

界
の
段
差
、
排
水
溝
グ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
蓋
の
桝
目
の
大
き

さ
な
ど
、
ま
ず
は
設
計
基
準
に
も
と
づ
き
施
設
整
備
を
行

っ
て
い
る
者
に
と
っ
て
、
あ
ま
り
気
に
掛
け
て
い
な
か
っ

た
点
が
多
く
、
あ
ら
た
め
て
利
用
者
の
視
点
に
よ
る
も
の

づ
く
り
の
大
切
さ
が
指
摘
さ
れ
た

(写
真
2
･
3
)。

こ
れ
ら
の
指
摘
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
道
路
や
建
築
物

の
実
態
調
査
を
も
と
に
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
利
用

者
や
学
識
経
験
者
、
関
係
機
関
で
構
成
し
た

｢バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
｣
を
設
置
し
、
様
々
な
角
度

か
ら
の
検
討
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
市
民
参
加
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
行
政
、
市
民
に
と
っ
て
双
方
の
意

識
改
革
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
市
役
所
内
部
に

お
い
て
も
、
道
路
、
建
築
、
福
祉
の
担
当
課
を
は
じ
め
総

数
二
一
課
で
構
成
す
る
検
討
会
議
を
あ
わ
せ
て
開
催
す
る

な
ど
、
部
局
の
垣
根
を
越
え
た
画
期
的
な
取
組
み
が
行
わ

れ
た
。

三

ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画

平
成
一
〇
年
一
二
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
推
進
計
画
は
、

｢バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
都
心
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
｣
を
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
道
路
･
公
園
等
公
共
施
設
の
改
善
整

備
、
公
共
交
通
の
利
用
環
境
づ
く
り
、
建
築
物
に
お
い
て

も
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ
く

指
導
や
改
善
を
働
き
掛
け
な
が
ら
、
ま
ち
全
体
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
図
っ
て
い
く
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
ハ
ー
ド
面
の
整
備
だ
け
で
は
な
く
、
歩
行
者
空
間
の

利
用
に
お
け
る
マ
ナ
ー
の
向
上

(看
板
設
置
や
放
置
自
転

車
等
の
問
題
)、
障
害
者
の
移
動
支
援
へ
の
協
力
な
ど
ソ

フ
ト
的
な
取
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

四

代
表
的
な
取
組
み
事
例

道
路
･
公
園
と
い
っ
た
ま
ち
づ
く
り
で
重
要
な
施
設
に

つ
い
て
は
、
平
成

=
年
度
末
ま
で
に
整
備
を
完
了
さ
せ

た
。
そ
の
う
ち
、
代
表
的
な
整
備
事
例
を
紹
介
す
る
。

市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
二別
交
差
点
で
は
、
モ
ノ
レ
ー
ル
旦

週
駅
か
ら
医
療
セ
ン
タ
ー
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

直
結
す
る
立
体
横
断
施
設

(総
延
長
二
四
二
m
)
を
整
備

し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
一
部
に
は
視
覚
障
害
者
の
方
に

配
慮
し
、
音
声
案
内
装
置
を
設
置
し
た
。
旦
過
駅
構
内
に

も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
新
設
し
、
小
倉
駅
か
ら
モ
ノ
レ
ー
ル

を
利
用
し
て
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
車
椅
子
で
も

ス
ム
ー
ズ
な
移
動
が
可
能
と
な
っ
た

(写
真
4
)。

　
　　　　　　　
写真3 バリアフリー点検での指摘事項

写真 2 バリアフリー点検の実施状況



船
場
町
デ
パ
ー
ト
横
の
歩
道
で
は
、
建
物
の
外
壁
を
改

造

(
一
暗
部
の
み
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
)
さ
せ
、
歩
道
幅
を
広

げ
る
こ
と
で
快
適
な
歩
行
空
間
を
確
保
し
た

(写
真
5
)。

小
倉
北
区
役
所
の
新
築
移
転
に
伴
い
、
利
用
者
が
増
え

る
市
役
所
西
側
交
差
点
で
は
、
車
椅
子
利
用
者
や
お
年
寄

り
の
通
行
に
配
慮
し
、
横
断
歩
道
を
新
設
し
、
既
存
の
歩

道
橋
は
撤
去
し
た
。
関
連
の
歩
道
を
拡
幅
し
、
電
柱
の
移

設
も
行
っ
た

(写
真
6
)。

写真4 市立医療センター前交差点の立体横断施設

写真5 船場町での歩道拡幅

少

写真6 市役所西側交差点



表 1 バリアフリーウィーク事業一覧

実施日 実施事業 参加人数等

9月25日 (土) ｢医療センター前歩道橋の完成式典｣ の開催 150人

10月 1日 (金) ｢人にやさしいまちづくりシンポジウム｣ の開催 520人

10月 1日 (金)、
17日 (日)

｢福岡県福祉のまちづくり条例の啓発チラシ｣ の

配布
550枚

10月 9日 (土)

~ 10月11日 (月)

｢自助具ワークショップ｣ の開催 54人

10月 9日 (土)

~ 10月11日 (月)

｢福祉用具に関する相談会｣ の開催 54人

10月12日 (火) ｢福祉用具に関する記念講演会と討論会｣ の開催 156人

10月13日 (水)、
14日 (木)

違法占用物件 (駐輪 ･看板等)｣ の改善指導 102件

10月17日 (日) ｢こころのふれあいミニコンサート｣ の開催 133人

10月17日 (日) ｢バリアフリーまちかど探検隊｣ の実施 下記に含む

10月17日 (日) 『北九州市立東部障害者福祉会館 開館20周年記

念行事 ｢ふれあい広場｣』の実施
1,460人

10月17日 (日) 例･倉都心部バリアフリーマップ｣ の配布 2,000部

10月 9日 (土) ｢バリアフリー西小倉おいらの街探検隊｣ の実施

(西小倉校区)
33人

10月10日 (日) ｢車いすまちかどバリアフリー探検｣ の実施

(槻田校区)
35人

13事業 (協賛事業2事業含む) 52 47人

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
駅
な
ど
公
共
交

通
機
関
と
視
覚
障
害
者
の
利
用
が
多
い
医
療

･
福
祉
施

設
、
公
共
施
設
を
結
ぶ
歩
道
上
に
連
続
し
て
設
置
し
た
。

そ
の
整
備
距
離
は
六
蛔
を
越
え
た
。
ル
ー
ト
の
選
定
や
設

置
方
法
に
関
し
て
、
障
害
者
一
六
団
体
か
ら
構
成
さ
れ
た

｢福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｣
と
そ
の
必
要
性

を
認
識
し
た
う
え
で
、
そ
れ
を
逆
に
バ
リ
ア
に
感
じ
る
人

(車
椅
子
利
用
者
、
高
齢
者
等
)
の
存
在
を
考
え
な
が
ら
、

こ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
面
の
整
備
が
進
み
、
市
民
が
ま
ち

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
身
近
に
認
識
し
始
め
た
平
成
一
一

年
秋
に
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
週
間

(バ
リ
ア
フ

リ
ー
ウ
イ
ー
ク
)
と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
、ま
ち
か
ど
探
検
隊
な
ど
様
々
な
催
し
物
を
行
い
、

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
を
配
布
し
放
置
自
転
車
や

サ リ 年 の 施
l ･ バ こ し

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
十
分
話
し
合
い
実

リ の て
ア よ い
フ つ つ

リ な た
1 ノ、 o

看
板
等
の
改
善
指
導
を
含
め
、
市
民
啓
発
に
努
め
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写真7 バリアフリーウィークで配布した事業PR及び市民啓発用チラシの一部 表



五

今
後
の
展
開

お
い
て
多
く
の
市
民
が
利
用
し
て
い
る
公
共
施
設
周
辺
に

お
け
る
歩
道
の
段
差
解
消
、
勾
配
の
改
善
、
歩
車
共
存
道

こ
の
よ
う
な
小
倉
都
心
地
区
で
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
の

路
整
備
等
を
、
全
市
的
な
展
開
で
進
め
て
い
く
こ
と
に
し

取
組
み
の
ほ
か
、
市
内
六
箇
所
で
展
開
し
て
い
る
交
通
安

て
い
る

(図
4
)。

全
総
点
検
か
ら
つ
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ゾ
1
ン
形
成
事

六

最
後
に

業
の
取
組
み
が
進
む
に
つ
れ
、
市
民
か
ら
一
般
生
活
圏
に

,

お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
き
た
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
案
が
成
立
し
、
駅
な
ど
交
通
機
関
を

そ
こ
で
、
本
市
で
は
平
成
一
四
年
度
ま
で
国
が
進
め
る

中
心
に
周
辺
一
帯
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
今
後
本
格
化
す

｢歩
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
合
整
備
事
業
｣
を
活
用
し

る
こ
と
と
な
る
。

て
、
公
民
館
や
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
一
般
生
活
圏
に

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
に
つ
れ
、
人
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
と
痛
感
し
て
い

　

　

　　
　　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　　
　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(

^
、一
めこ
ぎ

纖鐐
互
い
に
譲
り
合
う
な
か
で
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
0

　

　

　　

　

　
　
　
　　
　
　
　

　

　　‘

量
、
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
施
工
業
者
な
ど
道
路
･
公

　
　
　　
　
　

　　　

　

　
　

　　
　
　
　
　
　

4

考
え
て
い
る

(写
真
8
)。

6 ~ 1oh a (公民館、市民福祉センターなど)

図 4 北九州市におけるバリアフリーのまちづくり概念図

写真8 バリアフリー事業に必要なノウハウ満載の ｢バリアフリーガイドブック｣

　

｣

M

ク



＼

さ特
集
/
道
路
交
通
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
目
指
し
て

き
“
。
妻

憲
さ逡
"
"
ゞ
*

バ
リ
ア
フ
リ
ー
道
路
環
境
整
備
の
試
み

藤
沢
市
土
木
部
参
事

(土
木
計
画
課
長
)

柳
川

功

一

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
湘
南
台
地
区

た
の
で
あ
る
。

藤
沢
市
で
は
、
湘
南
台
地
区
に
お
い
て

｢安
全

･
安

心
｣
･
｢快
適
｣
･
｢誰
で
も
歩
き
や
す
い
｣
の
三
つ
の

視
点
か
ら
地
区
内
の
道
路
及
び
道
路
環
境
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
、
｢人
に
や
さ
し
い
ま
ち
=
バ
リ

ア
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
｣
を
実
現
す
る
と
い
う
目
標
を
た
て
、

計
画
づ
く
り
に
住
民
参
加
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
道
路
の

非
平
坦
性
な
ど
の
バ
リ
ア
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
区
画
街

路
に
入
り
込
む
猛
ス
ピ
ー
ド
の
通
過
交
通
は

｢不
安
｣
と

い
う
バ
リ
ア
で
あ
り
、
舗
装
材
の
色
彩
と
沿
道
景
観
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
も

｢不
快
｣
と
い
う
バ
リ
ア
と
い
う
考
え
方
で

あ
る
。
本
地
区
内
で
は
道
路
を
先
導
役
と
し
て
、
将
来
的

に
は
沿
道
の
公
園
施
設
や
個
人
住
宅
の
入
口
に
至
る
ま
で

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
空
間
的
に
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え

二

藤
沢
市
の
市
勢

藤
沢
市
は
、
都
心
か
ら
南
西
五
○
如
、
江
の
島
･
湘
南

海
岸
で
相
模
湾
を
臨
む
位
置
に
あ
る
。
ま
ち
の
形
成
は
、

遊
行
寺
の
門
前
町
か
ら
は
じ
ま
り
、
東
海
道
の
宿
場
町
で

も
あ
っ
た
。
市
域
の
南
部
は
海
岸
砂
丘
平
地
上
の
既
成
市

街
地
。
丘
陵
地
の
北
部
は
、
主
に
区
画
整
理
事
業
に
よ
り

住
宅
地
、
内
陸
型
工
業
団
地
な
ど
の
両
整
備
が
実
施
さ
れ

首
都
圏
域
の
膨
張
に
対
応
し
た

(図
1
、
表
1
)。

三

藤
沢
市
湘
南
台
地
区

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
歩
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
あ

た
り
、
藤
沢
市
で
は
、
市
域
六
、
九
五
一
如
の
う
ち
D
I

D
地
区
を
中
心
と
し
た
五
、
二
〇
三
如
(市
域
の
七
五
%
)

　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

　

　　
　

　

　
　

　
　
　

　

　

　

　

　
　

鮮
麗
な

　　　

　　

図

3



を
整
備
の
対
象
区
域
と
し
た
。
こ
れ
を
面
的

(ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
)
な
道
路
整
備
に
よ
る
効
果
的
な
資
本
投
下
の
た
め

に
、
五
三
地
区

(
一
一
地
区
概
ね
一
〇
0
m
)
の
想
定
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
!
ン
に
分
割
し
、
地
区
別
の
整
備
優
先
順

位
を
設
定
し
て
い
る

(図
2
)。

こ
の
と
き
最
優
先
地
区
と
し
た
の
が
湘
南
台
地
区
で
あ

る
。
以
下
に
地
区
概
要
を
示
す

(表
2
、
図
3
)。

本
地
区
の
特
徴
と
し
て
は
、
南
北
に
長
い
市
域
の
、
北

側
の
新
し
い
都
市
拠
点
と
し
て
基
盤
整
備

(土
地
区
画
整

理
事
業
"
昭
和
三
九
年
~
昭
和
五
九
年
施
行
)
が
さ
れ
て

表 2 湘南台地区概要

設定地区面積 117ha

地区内DID面積 117ha

用
積

利
面

地

画

土
計

商業系 20ha

系居住 纖
懲鰄 獲

区域内人口 人Û"h~
12

拠点施設数 鰤

い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
二
本
の
二
級
河
川
に
挟
ま
れ

西
側
に
工
業
団
地
、
東
側
で
横
浜
市
と
接
し
、
中
心
を
南

北
に
小
田
急
線
が
走
る
。
計
画
的
に
形
成
さ
れ
た
新
市
街

地
で
あ
る
が
、
容
積
歩
留
ま
り
は
未
だ
低
い

(図
4
)。

図 2 53地区分割図

四

湘
南
台
地
区
選
定
の
理
由

前
述
の
よ
う
に
湘
南
台
地
区
は
基
盤
整
備
が
完
了
し
、

道
路
の
規
模
規
格
に
つ
い
て
も
、
計
画
的
に
配
置
さ
れ
て

い
る
。
一
般
的
な
道
路
整
備
計
画
か
ら
言
え
ば
、
既
成
市

街
地
を
取
り
上
げ
る
べ
き
と
い
う
考
え
も
あ
っ
た
が
、
次

の
理
由
に
よ
り
本
地
区
を
選
定
し
た
。

①
本
地
区
及
び
周
辺
地
区
に
お
け
る
外
的
イ
ン
パ
ク
ト

に
よ
り
、
発
生
交
通
量
が
増
加
し
交
通
安
全
上
の
問
題
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
一
点
目
と
し

て
平
成
二
年
に
市
西
北
部
に
進
出
し
た
慶
応
大
学

(湘
南

台
駅
が
そ
の
ゲ
ー
ト
駅
と
な
っ
て
い
る
)
が
、
規
模
拡
大

表 1 藤沢市の概要

儲日南台地区l

醸 総面積 6
,
951ha

市街化区域 4
,
684ha

頬 ロ人総 狄377

鰔埣酬 多聡

昼間人口比率 彫難
製造品出荷額 円万百“視

A10
日14

C‐13.16
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図 4 湘南台地区土地利用計画図

図 3 藤沢市の将来都市構造図

を
進
め
て
い
る
こ
と
。
二
点
目
は
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
及

び
相
模
鉄
道
が
、
新
た
に
湘
南
台
駅
と
接
続

(平
成
=

年
開
通
)
す
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
に
よ
り
商
業
集
積
が
進
み
流
入
交
通
が
増
加
す
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。

②
基
盤
整
備

(道
路
整
備
)
を
実
施
し
た
当
時
に
は
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
概
念
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
。
こ
の
た
め
、
ど
の
都
市
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

地
区
内
の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
基
本
的
に
車
両
交
通

を
第
一
義
に
設
定
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
既
成
市
街
地

と
比
べ
る
と
か
え
っ
て
、
通
過
交
通
の
流
入
し
や
す
い
道

路
配
置
や
、
形
態
や
付
属
施
設
が
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
に

と
っ
て
危
険
な
歩
道
が
存
在
し
て
い
る
。

五

住
民
参
加

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
歩
行
空
間
の
整
備
計
画
を
立
案
す
る

に
あ
た
り
、
計
画
過
程
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
、
住
民
参

加
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
は
次
の
目
的
が
あ
る
。

①
行
政
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
し
て
公
開
性
を
高

め
る
。

②
プ
ロ
セ
ス
か
ら
住
民
が
参
画
す
る
こ
と
に
よ
り
、
合

意
形
成
を
ス
ム
ー
ス
に
進
め
る
。

③
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
啓
蒙
や
自
主
市
民
活
動
へ
の

発
展
が
期
待
さ
れ
る
。



六

具
体
的
な
取
り
組
み
の
経
過

0

交
通
安
全
総
点
検

平
成
人
年
度
か
ら
検
討
を
開
始
し
、
そ
し
て
平
成
九
年

五
月
三
一
日
を
最
初
と
し
て
、
四
回
の
交
通
安
全
総
点
検

を
行
っ
た
。
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
々
、
子
供
達
な
ど
多

く
の
市
民
が
参
加
し
、
そ
の
延
べ
人
数
は
三
六
九
名
に
の

ぼ
っ
た
。

実
施
に
際
し
て
は
、
班

(
一
班
一
〇
名
程
度
)
ご
と
に

写真 l 総点検の様子

現
地
を
巡
視
し
た
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
大
地
図
に
結
果
を
ま

ー
ス
｣
を
作
成
し
、
区
域
内
の
各
戸
に
職
員
が
配
布
し
て

と
め
、
成
果
を
発
表
し
あ
い
問
題
点
や
意
識
の
共
有
化
を

い
る

(図
6
、
写
真
3

･
4
)
。

図
っ
た
。
特
に
障
害
者
の
視
点
か
ら

｢ま
ち
｣
を
観
察
す

る
機
会
の
な
い
市
民
が
多
く
、
行
政
側
を
含
め
て
有
意
義

で
あ
っ
た

(写
真
1
･
2
)。

こ
れ
ら
成
果
を
事
務
局
で
ま
と
め
、
参
加
者
及
び
関
係

団
体
に
製
本
配
布
し
た
。
ま
た
問
題
箇
所
、
路
線
に
つ
い

て
、
短
期
的
な
改
善
･
中
長
期
的
な
対
応
等
の
分
類
整
理

を
行
い
、
関
係
機
関
に
改
善
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
緊

急
に
改
善
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
維
持
修
繕
工
事

(交

差
点
に
お
け
る
車
道
嵩
上
げ
に
よ
る
歩
道
切
り
下
げ
の
平

坦
化
な
ど
)
を
行
っ
た
。
神
奈
川
県
に
お
い
て
も
、
国
道

四
六
七
号
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
着
手
し
、
電
線
共
同
溝
整

備
･
歩
道
拡
幅
な
ど
を
施
工
し
て
い
る
。

②
湘
南
台
二
丁
目
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
計
画

総
点
検
終
了
後
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
の
整
備
計
画

の
策
定
作
業
を
住
民
参
加
で
行
う
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、

一
0
0
態
以
上
の
区
域
を
一
括
し
て
検
討
す
る
と
い
う
の

は
説
明
会
型
に
陥
り
や
す
く
、
き
め
細
か
な
検
討
が
で
き

な
い
と
考
え
、
一
0
m
程
度
の
現
実
的
な
モ
デ
ル
ゾ
ー
ン

(約
四
五
〇
戸
)
を
設
定
し
市
民
が
自
由
に
参
加
で
き
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
計
画
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
と

し
た

(図
5
)。

さ
ら
に
参
加
で
き
な
い
住
民
に
対
し
て
常
に
情
報
公
開

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
る
た
び
に

｢湘
南
台
二
丁
目
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ニ
ュ

ーンの位置図



ヨツプニユース 巽豊麗響き學

　
　　　　　　　

機ショップ 熟議擁護麓鱗う

　　　　　　　　
きき 写真4

図 6 ワークショップニュース

｢＼‘レ ト

　　　 　 　　　　　　　　　七
実
施
事
例

計
画
づ
く
り
は
、
実
験
や
そ
の
評
価
検
証
を
行
い
な
が

ら
段
階
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る

(写
真
5
･
6
)。

交
通
規
則
に
向
け
、
住
民
と
共
に
車
両
ナ
ン
バ
ー
調
査

を
行
っ
た
り
、
デ
バ
イ
ス
の
社
会
実
験
を
は
じ
め
、
例
え

ば
、
イ
メ
ー
ジ
歩
道
の
材
料
を
決
め
る
と
き
に
で
も
、
環

写真5

境
色
彩
の
専
門
家
に
よ
る
講
義
を
う
け
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
色
彩
を
決
定
し
て
い
く
。
施

工
後
は
ビ
デ
オ
に
よ
り
効
果
を
測
定
、
併
せ
て
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
っ
て
分
析
を
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
し
て

合
意
形
成
が
な
さ
れ
た
部
分
か
ら
実
施
に
移
し
て
い
る
。

表
3
に
そ
の
内
容
を
示
す

(写
真
7
･
8
･
9
･
o
、
図

7 表 合 ケ エ シ
･ 3 意 1 後 ュ
8 に 2 ト は ミ

写真 6 社会実験の様子

表3 モデルゾーンにおける施工実績

時期 内 容 箇所数 備 考

H 9 点滅信号 1箇所

H 10 スムース歩道兼ハンプ 1箇所 連続歩道式

イメージハンプ 1箇所

イメージ歩道 1路線 着色骨材舗装

･H ll スムース歩道 2交差点 車道嵩上げ式

交差点イメージハンプ 1箇所

イメージ歩道 1路線 着色骨材舗装

スピードセーブ舗装 1路線

奮Q しく

図 を
36 道々マセ 2000,5



(施工後)(施工前)

三霊魂形･ “劉まさに群棲.弘
　　　　 　　

　 　
　

　　　　　　 　
　　　　　　　　　　　　

髭義務秀三,ごね‐そ } ゞミツミとしゾラ家鱗袋鱗総輳瀕

写真8写真 7 スムース歩道 (連続歩道式)

写真 9 スムース歩道 (連続歩道式) 写真10 イメージ歩道とスピードセーブ舗装

ハンプ部断面図 (A - B 断面)

R
)

必 横断歩道
,[とげ 、 -

,ゆ 舗““““口約
フペシ テ

ー一 - ---こー べく
----…-

　 　　
ハンブ② :エプロン、歩車道境界ブロックによるハンプ

スムース歩道部断面図 (C ー D 断面)

歩道たまり
一一一- - - ---- - 歩閃嘲諺たまげ 横断歩道 メT ｣“-- - - - ---一

　 　　　　 　　
に上岡ニニー------ --- -----[三二三こしも

況高

図 7

道々テセ 2000.5 3 7
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腫
せ詣
盪

m人
【
今
後
の
展
開

今
後
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
運
営
す
る
な
か
で
、
モ

デ
ル
地
区
の
整
備
を
完
了
さ
せ
、
湘
南
台
地
区
全
体
へ
そ

し
て
他
の
地
区
へ
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
｢バ
リ
ア
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
｣
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
道
路
･
交
通
の
み
な
ら
ず
、
総
合
的
な
対
応
と
共

に
、
長
期
に
わ
た
る
時
間
と
市
民
協
働
が
必
要
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
行
政
に
と
っ
て
、
あ
る
地
域
だ
け
を
長
期
間
、

【

り

　
　

　…{
“

′′′′ /

11-

　′'　

　　　

　
　

　
　

　
　

　

"

り

.
r

ず

図 9 スピードセーブ舗装

RU図

集
中
的
に
対
応
す
る
の
は
限
界
が
あ
る
。
従
っ
て
、
計
画

先
行
と
共
に
線
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
が
、
当
面
の
現
実
的
な
対
応
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

(写
真
椚
)。

　　　　
車両進入方向

最
後
に

藤
沢
市
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
の
ご
指
導
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
建
設
省
土
木
研
究
所
、
神
奈
川
県
、
都
立
大
の
秋

山
助
教
授
、
茨
城
大
の
山
田
助
教
授
ほ
か
専
門
家
の
皆
さ

ん
、
学
生
諸
君
に
は
、
毎
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
手
弁
当

で
参
加
し
て
頂
い
て
お
り
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
感

謝
を
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。

メもがク歪炊ご絃.聡"裏挙ろ鬱訛鰺尹鎧燧鍵& ぜ2塗 .桜#瀕%観謠

写真= 交差点イメージハンプ



富
曲
県
の
｢道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣

｢住
み
よ
い
県
｣
か
ら

『住
み
た
い
県
』
を
目
指
し
て

富
山
県
土
木
部
道
路
課

　

　　

　
　

　
　
　

　　
　

　　　
　　
　
　

　　　
　　　

　

　
　

　　　
　
"
ぬ

　
　

　　　
　

　

　　　　
　

ゞ

¥
及べ

　　

　　

き
ゞ

窺

一

は
じ
め
に

(富
山
県
の
概
要
)

富
山
県
は
、
本
州
日
本
海
側
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
の
三
大
都
市
圏
と
は

ほ
ぼ
等
距
離
に
あ
り
、
東
西
約
九
○
如
、
南
北
約
七
○
如
、

面
積
が
約
四
、
二
四
六
娼
と
国
土
の
約
一
%
を
占
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
蝶
々
が
羽
根
を
開
い
た
よ
う
な
形
で
、
周
囲
を

山
と
海
に
囲
ま
れ
た
ま
と
ま
り
の
よ
い
県
土
と
な
っ
て
お

り
、
雄
山
、
剣
岳
を
は
じ
め
と
す
る
急
峻
な
山
岳
地
帯
と

こ
こ
に
源
を
発
す
る
黒
部
川
、
常
願
寺
川
な
ど
の
急
流
河

川
、
そ
の
下
流
に
は
緑
に
包
ま
れ
た
扇
状
地
平
野
、
北
は

屋
気
楼
や
ホ
タ
ル
イ
カ
な
ど
が
見
ら
れ
る
不
思
議
な
海
、

富
山
湾
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
富
山
県
は
、
東
南
西
の
三
方
を
山
に
囲
ま

れ
た
平
野
と
、
北
に
落
ち
込
む
富
山
湾
と
い
う
地
形
か
ら

｢天
然
の
円
形
劇
場
｣
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
富
山
の

人
々
は
こ
の

｢円
形
劇
場
｣
の
舞
台
で
く
ら
し
を
営
み
、

産
業
を
興
し
、
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

本
県
の
人
口
は
、
約
-
-
二
万
人
と
、
こ
れ
も
面
積
と

同
じ
く
全
国
の
約
一
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
人
口
が
一
〇

0
万
人
台
に
達
し
た
の
は
昭
和
二
五
年
、
そ
の
後
も
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
は
出
生
率
の
低
迷
な
ど
に

よ
り
人
口
増
加
率
が
鈍
化
し
、
全
国
よ
.り
早
く
高
齢
化
が

進
展
し
て
い
ま
す
。

県
の
産
業
は
、
古
く
か
ら
稲
作
農
業
を
基
本
と
し
て
き

ま
し
た
が
、
大
正
時
代
に
入
り
豊
か
な
水
を
利
用
し
電
力

を
お
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
工
業
の
立
地
が
進
み
、
現
在
で

は
、
日
本
海
側
屈
指
の
工
業
集
積
県
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
近
年
、
｢富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
｣
や

呉羽山から立山連峰を望む

富山湾の宝石 シロエビ 富山湾の神秘 ホタルイカ 富山湾の王者 ブリ



｢頭
脳
立
地
計
画
｣
の
推
進
に
よ
り
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
、

路線表示区分 ･ 表示区分
高規格幹線道路

沁地域高規格道路

卿広域道路(交流促進型)

岬緘…広域適臟(検討区剛 ㈲由翻囲肛

　
鳩
長

　
　

　

　
　
　
　
　　　　

　./
′‐

新
素
材
、
バ
イ
オ
関
連
等
の
先
端
技
術
産
業
が
振
興
さ
れ

県

る
一
万

高
岡
の
銅
器
、
井
波
の
彫
刻
と
い
っ
た
伝
統
産

鵜

捌

“齢岫孵せ嚢
ら又々
齦紺がとびらを開く地域づく

溌

＼
l
l“‘･,、
＼
、

仇

り
の
シ
ナ
リ
オ

｢新
富
山
県
民
総
合
計
画
｣
に
基
づ
き
、

乙證

、

｢魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り
｣

　　
　

　
　　
　

　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　　
　

の
三
大
政
策
を
柱
と
し
、

｢全

県
｣
｢錘

産

面
際
“
県
｣

!
÷

を
施
策
展
開
の
重
要
視
点
と
し
、
｢し
あ
わ
せ
に
生
き
る

富
山
県
の
創
造
｣
を
目
指
す
こ
と
を
県
づ
く
り
の
基
本
方

路

針
と
し
て
い
ま
す
。

湾

縦

　

　

二

富
山
県
の
道
路
現
況

臨

本
県
の
道
路
の
実
延
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ

朧

　　

　　
　
　

　

　
　
　　

　　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　

　
　　　
　

上
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨

＼

高
規
格
幹
線
道
路
は
、
日
本
海
側
の
国
土
軸
の
基
軸
と

翻

な
る
北
陸
自
動
車
道
、
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
と
を
結
ぶ

日
本
中
央
部
の
横
断
軸
と
な
る
東
海
北
陸
自
動
車
道
、
そ

し
て
県
西
部
及
び
能
登
地
域
と
三
大
都
市
圏
と
を
連
結
す

　
　

　

至

柵
至

l上言は 道路網構想を示したものであり、具体的な路-線のルート、位置等を規定するものではありません。

富山県広域道路網構想図



寄せられた主な意見

e 意見を寄せていただいた方は、 40代の方が最も多く (23.9 % )、
次いで30代 (l62 % )、 20代、 50代 (13.7 % ) でした。

寄せられた意見の内容

350名の方々からいただいた意見は、 合計570件でした。 それら
の意見を、 道づくりにおける 7つの目標及び今後の道路政策のめ
ざすべき方向の計 8項目について集計した結果は以下の通りで
す。

◎②豊かさを実感できる暮らしのためのみちづくりに関する意見
が最も多く (162 % )、 次いで今後の道路政策のめざすべき方向
(16.0 % )、 ⑥地域経済の活性化のためのみちづくり、 (15.7 % )、
①高齢化社会を見据えた安全なみちづくり (14.6 % ) に関する
意見が多く寄せられました。

◎その他の項目に属するものとしては、 次のような意見がありま
した。
◆道路整備後の維持管理をしっかり行ってほしい
◆大都市圏と富山県、 あるいは富山県内における道路整備の地
域格差を是正してほしい

今道路を新たにつくるばかりではなく、 既存の道路の改修等を

優先的に行うべき
◆その他

る
能
越
自
動
車
道
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
、
北
陸
自
動
車
道
で
は
新
潟
県
境
付
近
の
四
車

線
化
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
五
箇
山
I
C
、
能
越
自
動

車
道
の
高
岡
I
C

(仮
称
)
が
そ
れ
ぞ
れ
供
用
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
高
規
格
道
路
で
は
、
富
山
高
山
連
絡
道
路
、
富
山

高
岡
連
絡
道
路
、
高
岡
環
状
道
路
の
三
路
線
が
整
備
区
間

指
定
を
受
け
、
地
域
の
骨
格
と
な
る
道
路
と
し
て
一
部
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

三

富
山
県
の
｢道
路
整
備
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
｣

ー

道
路
整
備
に
関
す
る
県
民
の
声

本
県
の
基
本
目
標
で
あ
る

｢し
あ
わ
せ
に
生
き
る
富
山

県
の
創
造
｣
へ
の
道
路
に
お
け
る
取
り
組
み
と
し
て
、
平

成
一
〇
年
五
月
に

｢道
路
整
備
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
｣
を
策

定
し
ま
し
た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
懇
談
会
や
県

民
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
主
な
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

ジ み に

　　　
　　　　
　　　　

寄せられた意見の内訳 (全体集計)

寄せられた意見の数

162% l60%
テ ー57%

146% ~ 13,9%

　 　 　　　 　 　 　　　　

'

そ
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の
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た
め
の
み
ち
づ
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の
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高
度
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豊
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で
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“労
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努
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安
全
な
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く
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離
昇
&
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霧
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今
後
の
道
路
政
策
の
目
指
す
べ
き
方
向

さ
ら
に
、
今
後
の
道
路
政
策
の
目
指
す
べ
き
方
向
と
し

て
、
県
民
･
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
た
目
標
を
設
定

す
る
と
と
も
に
、
目
標
達
成
に
必
要
な
施
策
･
財
源
･
制

度
な
ど
の
情
報
を
適
切
に
公
開
し
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の

理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

チ
ョ
ッ
ト
寄
り
道

!

富
山
県
で
は
、
こ
の
考
え
方
を
実
践
す
る
手
法
と
し
て

｢と
や
ま
の
み
ち
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
事
業
｣
を
平
成

!

一
年
度
か
ら
県
単
独
事
業
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
道
路
を
使
う
側
の
視
点
に
立
ち
、
県
民

の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
既
存
の
道
路
に

｢ひ
と
工

夫
｣
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
が
よ
り
安
全
、
便
利
で

快
適
に
道
路
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

事
業
に
際
し
て
は
、
様
々
な
市
場
調
査
手
法

(ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
)
を
用
い
て
県
民
の
ニ

ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
県
民
と
行
政
の
間
に
効
果
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。
こ
の
市
場
調
査
を
基
に
、
既
存
の
道
路
を
最
大
限
に

活
用
し
、
県
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
富
山
県
道
路
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下

さ
い
。
ア
ド
レ
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

耳
甘
ぺ
き
羽
者
も
H魚
ぢ
て
D自
己
□
＼のゅa
o口
の＼
続
O
]＼
説
O
]耳
目

さ
て
、
本
題
に
戻
り
ま
し
て幹線進路と生活越路との観

熊分担を困り、歩きやすく安
全な歩行空間の鰹鍋やドライ
バーへのサービス、高齢者等
弱者への配廊など、人、歩行者
の立場に立ったみちづくりを

時代潮流をふまえた地域づくりが求める

　　　　　　　　　 道路整備を推進するには、
遭難馴鰭雌蘂鰺から＼‐ 県民のみなさんの釜隠見御篩ヵ

魔箋袋た漉鱗鰹鞭へ、 が非常に重要です･

通路のみで考えるのではなく、 また、ドライバーや歩行者なと

髭輔返酷強襲琺でい廼務需“
目離マれ

ナ三笠籍愛し

　　　　　　　　　　　　　　

活壁盤jと捉え、幅広い活用を

道路政策における視点を以下のように転換させます。

　　 　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

避艶盤鰤担当者だけ力隊も 謠
づくりに取り組むのではなく、

識

他の行政鰯関との連檄、民間と

の運!鮭県民の濱極的参加等オ

ープンなパートナーシップの

を促遺します。

から利用者の視点に転換し、
それに伴い強飼の目獺般憩こ
あたうて【き利用者に提供する
サ-ビスレベ′拗)国嶽を頭視

　　　　　　　　　 　
　　　　　　　　　 　
　　　　 　

職大する交通需襲に対して迪萎
難施設を供給することによって 賜
問題解決を図る従来の通路政策
に加えてミ公共交通鐵閲との運
搬や蝶民のみなさんの協力を求
ながら、交通圏自体を題鑿す

る取り組みが必要です。
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み
ち
づ
く
り
に
お
け
る
七
つ
の
目
標

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
こ
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
富
山

県
の

｢み
ち
づ
く
り
｣
に
お
け
る
七
つ
の
目
標
を
道
路
整

備
の
方
針
と
定
め
、
県
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

｢み
ち
づ

く
り
｣
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

み
ち
づ
く
り
に
お
け
る
七
つ
の
目
標

①
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
た
安
全
な
み
ち
づ
く
り
･
バ

リ
ア
フ
リ
ー
な
み
ち
づ
く
り

･
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
便
利
な
施
設
の
整
備

･
夜
間
の
安
全
性
の
確
保

･
住
民
に
よ
る
交
通
安
全
総
点
検
の
実
施

②
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
み
ち
づ
く
り

･
交
通
渋
滞
の
解
消

自
転
車
歩
行
者
道
の
整
備

･
道
の
駅
な
ど
の
た
ま
り
空
間
の
設
置

･
わ
か
り
や
す
い
案
内
標
識
の
設
置

③
快
適
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
み
ち
づ
く
り

･
快
適
な
都
市
環
境
の
整
備

･
道
路
の
緑
化

･
沿
道
環
境
を
考
慮
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
と
み
ち
づ

く
り
の
調
和

④
災
害
に
強
い
み
ち
づ
く
り

･
代
替
性
が
確
保
さ
れ
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
･
電
線
類
の
地
中
化
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保

発生源の調整をずす
交遊負荷の少ない土地科　　　 　 　

　　　　　　　　
圏などにより、‘舞秀昭がゞ逓朧が平糟化されます。

交通需要マネジメントの概念図

発生源の調整をすすめます
交遊負荷の少ない土地利用や勁陦形
圏などにより、‘舞秀昭が漱少します。

経路の変更をすすめ沃
通路交邇情報などにより、混雑地軟の交通麗が分散
されます。

　

　

　　　
　

　　　

　　
の

　
　

　
　　

　

%や

歩

　　

　

章

員
　　

　
ま̂で
広

ざ
る

　　
　

　　
　

　　　
　

鬘
ゆ

　

　
　
　
　
　
　

　

ン

'
‐
'

榊

　

　

　

　

　
　

　

　

　　

　　

　

遵の廟

路

繊

道

↓

盧

た

、

車

も

胤

　

　

　

　
　

　

　
　　 　 　　

　　
　　 　　 　　

　　　　　　 　
　
　　
　

　　
　
　　 　 　　　

歩道 堆雪帯 ‘
冬期

路肩

堆雪帯を考慮した道路の断面構成

,＼ 震 鰤 / /＼　　
　　　　　　　 　 　

　
　 　　 　　 　　 　　 　

　　　　　　
　 　

歩道 路局 車道 中央 車道 路目 歩道

図"ン　〆



･
防
災
管
理
体
制
の
強
化

･
雪
書
に
強
い
道
路
の
整
備

⑥

⑤
高
度
情
報
化
を
見
据
え
た
み
ち
づ
く
り

･道
路
情
報
の
正
確
迅
速
な
伝
達

住民参加による交通安全総点検

日本の中央地域における

高規格幹線道路図

　

　
　
　

　

　

う

ゞ

、
太 ･

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
推
進

⑥
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
の
み
ち
づ
く
り

地
域
間
交
流
を
支
援
す
る
道
路
の
整
備

渋
滞
対
策
と
し
て
の
道
路
整
備

観光地、景勝地等を結ぶ道路のイメージ図

スノラマラ
イソ

ン

,

　

　

　
　
　
　
　
　

　　
　

氷
見
海
岸

･
市
町
村
間
生
活
圏
間
の
連
絡
道
路
の
整
備

･
県
土
の
魅
力
と
ふ
れ
あ
う
み
ち
の
整
備

⑦
国
内
外
の
交
流
連
携
の
た
め
の
み
ち
づ
く
り

･
高
規
格
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

･
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備

･
広
域
交
通
機
関
と
の
ア
ク
セ
ス
強
化

四

道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

そ
し
て
、
こ
れ
ら
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
を
踏
ま
え
、
平
成

三

年
一
二
月
に
｢道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣

を
策
定
･
公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
比
較

的
規
模
の
大
き
い
事
業
を
対
象
と
し
て
お
り
、
路
線
･
区

間
を
分
類
し
た
一
覧
表
と
そ
れ
を
地
図
に
表
示
し
た
道
路

網
図
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
期

(平
成
一
〇
年
~
-
四
年
)
に
つ
い
て
は
、
新
規

事
業
箇
所
、
継
続
事
業
箇
所
及
び
完
成
予
定
箇
所

(年
度

付
き
)
を
紹
介
し
て
お
り
、
後
期

(平
成
一
五
年
ー
一
九

年
)
で
は
、
前
期
に
着
手
し
た
事
業
や
継
続
事
業
の
完
成

予
定
状
況

(年
度
無
し
)
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

例
示
し
て
い
る
主
な
事
業
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
で
五

箇
所
、
地
域
高
規
格
道
路
で
四
箇
所
、
直
轄
国
道
で
六
箇

所
、
一
般
国
道
で
一
九
箇
所
、
県
道
で
三
二
箇
所
、
都
市

計
画
事
業
で
一
七
箇
所
、
市
町
村
道
事
業
で
四
○
箇
所
の

合
計
一
二
三
箇
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

環日本海交流圏
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プログラム対象事業の基準 当プログラムは、道路膠区の透明性の確保を図るため、 p Iの姿勢を示す
一環として、出来る限り透明な萎続きによる計画の策定渦程と道路整副備の畿梛盈目勁腹国道 …･ 螂雜針画箇所 かれた状況を明らかにするために策定した計画であり、将来の道路鮨椰。価の具一敗園逆鑑定区間) ････ ･蚤な改萎露紮@ 体例を示しています。

　　　 　 　 　 　　　　　 　梛盈目勁腹国道 …･ 螂雜針画箇所 かれた状況を明らかにするために策定した計画であり、将来の道路鮨椰。価の具一敗園逆鑑定区間) ････ ･蚤な改萎露紮@ 体例を示しています。一般国道(指定区間外)“…主要な改難事瓣彬 これは、予館.用堝取得.椰露又律賞杣調査等が予定通り進捗した蝦嘴舎の現
きざ,回

… 麟癈馨総轄湖鎚体延畏断以上 時点-こおける斜炎の舞籔実施の目薇示したものであり、財聾鶯況.聴喪の
部市計画騨瀕 …･都市を代費する幹雛道鯰で.全体躯費費約10越円以上 簿捗状況等により、今後烈満宙見直していくこととしております。

計画の策定に臆して広く凰丸愈恩を訓蚤する轉藺を確保し.かつ策定の澄程を知る糎

;なで鯵囃
さ ＼‐＼ ,

震枷 燐駒を代射る鞠 ※皺癩窿諾蓼華舞蚤隻義禮瀦強務総合絲 鰔でも
道路の整備に関するプログラム (平成11年12月)



番 1 路 線 l 所 l l 後 期 (日15~日16) !番 号 路 線 名 個 所 名 前 期 (H 10~ H 14)

高規格幹線道路
岐阜県境~上平 (仮称) 全線完成(H 14 :暫定) ‐A 1 東海北陸自動車道

全線完成(H 12 :暫定) -A 2 東海北陸自動車道 上平(仮称)~福光
部分完成(日l2:高岡ーc~福岡ーc) 全線完成 (暫定)A 3 能越自動車道 国道470号高岡砺波道路

全線完成 (暫定)A 4 能越自動車道 国道470号永見高岡道路 事業継続
部分完成 (暫定漣浦IC~永見IC)A 5 能越自動車道 国道470号七尾永見道路 事業継続

地域高規格道路
事業継続 部分完成 (暫定)B 1 富山高山連絡道路 国道41号猪谷綸原道路

事業継続B2 富山高山連絡道路 国道41号大沢野道路 新規着手
部分完成 (立体化)B 3 富山高岡連絡道路 富山高岡バイパス(高岡市) 事業継続
全線完成 (暫定)B 4 高岡環状道路 高岡環状線(上伏間江~佐野) 事業継続

一般国道(高規格、地域高規格を除く)
入善黒部バイパス(入善町~魚津市) 部分完成 (日14 :暫定) 部分完成(暫定)C l 一般国道 8号
魚津滑川バイパス(魚津市~滑川市) 部分完成 (日14 :暫定) 全線完成 (暫定)C 2 8章 西高岡拡幅(高岡市) 部分完成(日12) 事業継続C 3
大沢野拡幅(大沢野町~富山市) 部分完成 (H 12) 事業継続C4 41号

部分完成 (日11:4車線化) 事業継続C5 l60号 永見バイパス(永見市)
部分完成 (日12:暫定) 事業継続C6 359号 砺波東バイパス(礪波市)
部分完戊 (日14) 部分完成C 7 304号 城端拡幅(城端町)
全線完成 (日l2:暫定)C8 359号 婦中西バイパス(婦中町)
全線完成(日12) =

C 9 359号 婦中大橋(富山市~婦中町)
全線完成 (日12)C 10 360号 細入バイパス(細入村) 奎線完成C 11 415号 富山拡幅(富山市) 事業継続

C 12 415号 雨晴バィパス(高岡市) 全線完成 (H 14)
奎線完成C 13 471号 菅沼~栃折道路(利賀村~八尾町) 部分完成 (H 12)
事業継続C 14 471号 利賀バイパス(利賀村) 事業継続

C 15 471号 島バイパス(小矢部市) 全線完成 (H l4)
奎線完成C 16 472号 正岡~茗ヶ島道路(八尾町) 部分完成(H 12)
全線完成C l7 415号 中央町拡幅(永見市) 事業継続 (H 10 :新規)
事業継続C 18 415号 (仮称)富山束バイパス(富山市) 新規着手
全線完成C 19 415号 (仮称)鞍川バイパス(永見市) 新規着手

中大橋(富山市~婦中町
、入バイパス(細入村)
富山拡幅(富山市)
雨晴バイパス(高岡市)
菅沼~栃折道路(利賀村~
利賀バイパス(利賀村)
島バイパス(小矢部市)
正岡~茗ヶ島道路(八尾町)
中央町拡幅(永見市)
(仮称)富山束バイパス(富ー
(仮称)鞍川バイパス(永見r

県道(地域高規格道路除く)
富山市~小杉町 古沢バイパス 全線完成(H 12 :4車線化) -D 1 富山戸出小矢部線

全線完成(H 14 :4車線化) -D 2 富山小杉線 富山市 古沢~婦中町 安田
部分完成(日l2:暫定) 全線完成 (暫定)D 3 富山立山公園線 富山市 天正寺~立山町 利田
全線完成 (日11) -D 4 富山上滝滝山線 富川市 小杉
全線完成 (H 14) 一D 5 新湊平岡線 富山市 古沢~平岡
部分完成 (日12:暫定) 全線完成 (暫定)D 6 小矢部伏木港線 高岡市 五十里~守山
全線完成(日1l:4車線化) -D 7 高岡小杉線 高岡市~大門町 南郷大橋

事業継続D8 姫野能町線 高岡市 中曽根~熊町 新湊市 事業継続
部分完成D 9 宇奈月大沢野線 滑川市 蓑輪~上市町 下田 事業継続
全線完成D 10 富山魚津線 滑川市~魚津市 早月橋 事業継続 (H 1α新規)

D 11 堀江魚津線 滑川市~魚津市 新月形橋 全線完成 (H 11) -
D 12 黒部朝ロ公園線 黒部市~入善町 権蔵橋 全線完成 (H 13) -
D l3 宇奈月大沢野線 黒部市 中山~宇奈月町 栃屋 事業継続 部分完成
D 14 黒部宇奈月線 黒部市 荻生~若葉 事業継続(H 11:新規) 事業継続
D 15 富山朝日自転車道 黒部市~朝日町 部分完成 (H 14) 全線完成
D 16 砺波福光線 礪波市 苗加~福野町 高儀 部分完成 (H 12 :暫定) 全線完成(暫定)

D 17 礪波小矢部線 小矢部市 島~綾子 事業継続 (H 11:新規) 全線完成
D l8 小矢部福光線 小矢部市 石動大橋 歩道橋 事業継続(H 11:新規) 全線完成
D 19 西中大滝線 小矢部市 五社~福岡町 大滝 部分完成(H 12) 全線完成
D 20 富山笹滓線 大沢野町 春日 事業継続(H 10 :新規) 全線完成

D 21 富山上滝立山線 大山町 本宮 新規着手 事業継続
D 22 富山立山魚津線 上市町 白竜橋 全線完成(H 14) -
D 23 宇奈月大沢野線 立山町~大山町 立山大橋 全線完成(H 11) -
D 24 入善朝日線 朝日町 元屋敷 事業継続(H 11:新規) 全線完成
D 25 立山山田線 八尾町 黒田~高善町 新規着手 事業継続
D 26 下瀬小倉線 婦中町 下瀬 全線完成(H 11)

部分完成D 27 小杉婦中線 小杉町 手崎~黒河 部分完成(H 14)
事業継続D 28 富山戸出小矢部線 大門町 生源寺~高岡市 常国 新規着手
全線完成D 29 高岡青井谷線 大門町 枇杷首 事業継続(H 11:新規)
事業継続D 30 富山庄川線 庄川町 藤橋 事業継続(H 11:新規)
全線完成D 31 金沢湯浦福光線 福光町 太美~細掛 部分完成(H 1o)
全線完成D 32 横越大滝線 福岡町 大滝~上蓑 部分完成(H 13)

都市計画事業
富山市(富山大橋) 事業継続(H 11:新規) 事業継続E1 呉羽町袋線

部分完成(日12) 全線完成E2 草島西線 富山市
全線完成(H 12) -E 3 綾田北代線 富山市
部分完成 (日12:暫定) 全線完成E4 牛島城川原線 富山市
事業継続 全線完成E5 能町庄川線 高岡市
部分完成 (日12:暫定) 全線完成E 6 下伏間江福田線 高岡市
事業継続 全線完成E 7 環状南線 氷見市
全線完成(H 14)E 8 八尾地区 八尾町
事業継続 奎線完成E 9 停車場東草野線 朝日町

全線完成E 10 二u北野線 大門町~大島町 事業継続
E 11 砺波線外1線 井波町 全線完成 (H 10)

全線完成E 12 福野役前線 福野町 事業継続
E 13 荒木栄町線 福光町 全線完成(H 12)
E 14 富山駅北土地区画整理事業 富山市 駅北地区 全線完成(H 12)

全線完成E l5 山室第2土地区画整理事業 富山市 山室第2地区 事業継続
全線完成E 16 三師範保育所周辺土地区画整理事業 黒部市 三日市地区 事業継続

E 17 太郎丸東部土地区画整理事業 礪波市 太郎丸東部地区 全線完成(H 1l)
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お
わ
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富
山
県
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は
、
今
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0
○
○
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と
や
ま
国
体
｣
が

｢あ
い
の
風

夢
の
せ
て
｣
を
ス
ロ
ー
ガ
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に
開
催
さ
れ

ま
す
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こ
の
国
体
が
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一
世
紀
の
モ
デ
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と
な
る
こ
と
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目
指
す
と
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も
に
、
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を
通
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、
魅
力
あ
る
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や

ま
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の
イ
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ー
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全
国
に
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信
す
る
よ
う
全
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で
取
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組
ん
で
い
ま
す
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で
、
選
手
、
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係
者
は
じ
め
読
者
の
皆

様
方
の
来
県
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
富
山
県
の

｢道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
｣
の
策
定
に
あ
た
り
、
関
係
方
々
の
多
大
な
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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箋髯大会/平成12年 2月19日 (±) ~ 22日 (火)
夏参大会/平成12年 9月 9日 (土) ~ 12日 (火)
秋等大会/平成12年10月14日 (土) ~ 19日 (木)
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とやまの土木遺産

本
県
に
は
、
地
域
産
業
の
発
展
や
生
活
文
化
の
形
成
に

もち
よ

っ

と符

　
　
　　
に
つ
い
て

機構

0桜橋
国登録有形文化財
平成竹年= 月l8日登録
橋梁としては県内初

桜橋は県部富山市の中心部を流れる松川に架かる
橋で、富砦運河と同じく県の都市計画事業により建
設され、昭和lo年に完成しました。この桜橋はシル
エットが美しいリベット打ちの鋼製アーチ橋で、都
!心部の歴史的景観を示すものとして高く評価されて
います。

富農運河中島鬮門
'トがんうんがなかじまこうもん

0富砦運河中島間門
国指定重要文化財 建造物
平成lo年5月護日指定
昭和の土木構造物としては全国初

(第1号)

中島間門は昭和3年からの富山
都市計画事業‘こより造られた富砦
運河のほぼ中間に位置し、昭和9
年に完成しました。
また、間箋は、昭和初期の土木技

術を用いた石組み ･鉄筋コンクリ
ート造りで、鑓俶ば今では珍しいリ
ベット接合により造られています。
この間門は、我が国の都市計画

史上貴重な施設であり、昭和初期
の土木技術の完成度の高さを示す
貴重なものであること、また、平
成8、 9年度の改修事業により間門

どが評価されています。

　　　

0笹滓橋
国登録有形文化財
平成12年2月第日登録
橋梁としては、桜橋に次いで県内第2号

笹滓橋は大沢野町と細入村の境で神通川に架かる
橋で、昭和16年に完成しました。
この笹滓橋は4代目であり、現存する戦前の橋とし

ては全国2番目の大スパンアーチ橋です。
神通峡の美しい周辺環境と調和し、 躍動感あるデ

ザインが特徴であり、 元建設技監高野務氏が富山県
土木課在職中に設計したものです。

白岩砂防ダム

o封砦瀞踞ダム
国登録有形文化財
平成= 年6月7日登録
昭和期の砂防ダムとしては全国初

(第1号)

竇碧砂祓ダムは立山ヵルデラ内
の土砂を安定させるため、カルデ
ラの出口に設けられたもので、昭
和14年に完成しました。このダム
は、右岸側の本ダム ･副ダム、左
岸側の護岸工と一体となった盛土
部によって構成されており、提高
が63m と砂防ダムでは日本一の高
さを誇っています。後に ｢砂防の
父｣と呼ばれ、 我が国の近代砂防
の発展に大きく貢献した赤木正雄
博士の計画によるものです。 (博
士は初代立山砂防工事事務所長)

大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
今
な
お
黙
々
と
暮
ら
し
を
支
え

て
い
る
土
木
構
造
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
富
山
の
歴

史
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
土
木
の
文
化
財
を
紹
介
し
ま

す
。
富
山
に
お
越
し
の
際
は
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

本宮砂防ダム

o髪封渉鵲ダム
国登録有形文化財
平成= 年8月23日登録
昭和期の砂防ダムとしては、賀砦
潮砧ダムに次いで全国第2号

奉謝砂防ダムは常願寺!勝可ロよ
り26,8km地点に位置し、 昭和12
年に完成しました。
このダムは、ダム上流に川幅約

500m の大きな堆砂蛾を有し、 そ
の貯砂量は500万立方メートルと
砂防ダムでは日本一を誇っていま
す。ダム本体は建設当時としては
数少ないコンクリートで造られた
もので、 さらにその表面‘は尚髄
餐琺で造られており、周辺環境に
調和した砂防ダムとなっていま
す。



東
北
自
動
車
道
黒
石
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
国
道

一
〇
二
号
線
に
降
り
、
十
和
田
湖
方
面
へ
一
〇
分
ほ

ど
走
る
と
、
｢浅
瀬
石
川
ダ
ム
｣
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

壁
が
見
え
て
き
ま
す
。
ダ
ム
サ
イ
ト
か
ら
約
一
･
五

畑
の
と
こ
ろ
に
道
の
駅

｢虹
の
湖
｣
が
あ
り
ま
す
。

青
森
市
か
ら
は
、
国
道
一
〇
三
号
線
を
南
下
、
八
甲

田
山
麓
は
千
人
風
呂
で
有
名
な

｢酸
ヶ
湯
温
泉
｣
の

手
前
を
国
道
三
九
四
号
線
へ
右
折
、
城
ヶ
倉
大
橋
を

と
お
り
約
一
時
間
ほ
ど
で
虹
の
湖
に
つ
き
ま
す
。

浅
瀬
石
川
ダ
ム

(虹
の
湖
)
は
も
と
も
と
、
浅
瀬

石
川
ダ
ム
上
流
に
我
が
国
初
の
多
目
的
ダ
ム
と
し
て

昭
和
二
〇
年
に
完
成
し
た
沖
浦
ダ
ム
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ダ
ム
の
容
量
が
小
さ
く
、
水
需
要
に
対
す
る
必

要
量
を
満
た
す
に
は
程
遠
く
、
昭
和
四
六
年
新
た
な

ダ
ム
の
建
設
計
画
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
に

着
手
し
て
以
来
一
人
年
の
歳
月
と
総
事
業
費
九
〇
五

億
円
の
巨
費
を
投
じ
、
最
新
の
土
木
･
機
械
･
電
気

技
術
の
粋
を
結
集
し
、
昭
和
六
三
年
に
完
成
し
ま
し

た
。
最
近
、
ダ
ム
を
観
光
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
活
用
し
た
い
と
い
う
要
望
が
高
ま
っ
て
お

り
、
浅
瀬
石
川
ダ
ム
で
も
ダ
ム
周
辺
環
境
整
備
を
積

極
的
に
推
進
し
、
観
光
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

虹
の
湖
の
名
称
は
黒
石
の
名
誉
市
民
、
文
化
人
の

秋
田
雨
雀
が
名
付
け
親
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

沖
浦
ダ
ム
が
完
成
し
た
昭
和
二
〇
年
か
ら
数
年

間
、
こ
の
湖
の
名
前
は
ダ
ム
で
し
た
。
あ
ま
り
に
も

味
気
な
い
呼
び
名
に
、
当
時
湖
の
は
と
り
で
ボ
ー
ト

と
食
堂
を
営
ん
で
い
た
店
の
主
人
が
雨
雀
に
名
付
け

親
を
依
頼
し
た
が
、
急
な
こ
と
だ
っ
た
た
め
さ
す
が

の
詩
人
雨
雀
も
す
ぐ
に
は
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
時
、
ふ
だ
ん
は
湖
の
中
央
に
虹
は
見
え

ず
岸
か
山
側
だ
っ
た
の
に
、
そ
の
日
初
め
て
湖
の
中

央
に
大
き
な
虹
が
張
っ
て
い
た
の
を
見
た
雨
雀
先
生

は

｢こ
れ
だ
!
｣
と
叫
び
、
こ
れ
が

｢虹
の
湖
｣
の

名
前
の
誕
生
と
な
り
、
市
民
に
な
じ
み
の
湖
名
と
し

て
今
に
ひ
き
つ
が
れ
て
い
ま
す
。

｢道
の
駅
｣
は
、
駐
車
･
休
憩
施
設
と
市
町
村
等

の
各
種
振
興
施
設
と
を

一
体
的
に
整
備
す
る
も
の

で
、
単
に
休
憩
所
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
ド
ラ
イ
バ

ー
に
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
地
域
活
性
化
の
要
と
な
る
重
要
な
役
割
を
も

っ
て
い
ま
す
。
虹
の
湖
公
園

｢ふ
れ
あ
い
の
広
場
｣

は

｢道
の
駅
｣
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
、
平
成

五
年
四
月
二
二
日

｢し
ち
の
へ
駅
｣
｢は
し
か
み
駅
｣

と
と
も
に
最
初
の
駅
と
し
て
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

国
道
一
〇
二
号
線
沿
い
に
工
事
用
沈
殿
地
跡
を
利

用
し
て
昭
和
六
三
年
に
完
成
、
五
万
九
、
0
0
0
讃

に
も
及
ぶ
広
さ
が
あ
り
ま
す
。
黒
石
市
内
ま
で
一
四

キ
ロ
、
黒
石
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で

三

一キ
ロ
、

道の駅 ｢虹の湖｣ 駅長 齋藤 東

シリーズ

『週の駅』

くつろぎの空間づくりを目指す
道の駅 ｢虹の湖｣ (青森県)



十
和
田
湖
へ
三
〇
キ
ロ
と
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
非
常

に
近
い
と
い
う
利
便
性
を
も
ち
な
が
ら
、
青
森
県
立

自
然
公
園
黒
石
温
泉
郷
の
な
か
に
す
っ
ぽ
り
と
抱
か

れ
た
こ
の
駅
は
、
大
自
然
を
満
喫
で
き
る
恵
ま
れ
た

立
地
条
件
が
自
慢
で
す
。

と
に
か
く
敷
地
面
積
の
広
い
道
の
駅

｢虹
の
湖
｣

は
、
駐
車
場
は
大
型
を
含
め
て
二
七
〇
台
を
収
容
す

る
こ
と
が
可
能
で
、
園
内
に
は
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
は

じ
め
無
料
休
憩
所
、
農
産
物
直
売
所
、
加
伊
寿
の
泉
、自然にかこまれ静かなたたずまいを見せる道の駅 ｢虹の湖｣

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
、
つ
り
池
、
大
型
遊

具
、
石
庭
、
野
草
園
な
ど
が
あ
り
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
め
る
憩
い
の
広
場
と
な

っ
て
お
り

｢安
く
て
一
日
中
遊
べ
る
｣
と
家
族
づ
れ

に
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
家
族
づ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
一
階

は
観
光
み
や
げ
品
コ
ー
ナ
ー
、
二
階
は
メ
ニ
ュ
ー
の

豊
富
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

｢
レ
イ
ン
ボ
ー
｣

と
な
っ
て
い
て
、
湖
を
展
望
し
な
が
ら
食
事
を
楽
し

め
ま
す
。
公
園
入
り
口
の
管
理
棟
に
は
無
料
休
憩
所

が
あ
り
、
付
設
さ
れ
た
軽
食
堂
で
う
ど
ん
、
そ
ば
、

お
に
ぎ
り
、
お
で
ん
な
ど
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
道
の
駅
の
事
務
所
は
こ
の
管
理
棟
の
な

か
に
あ
り
ま
す
。
農
産
物
直
売
所

｢ふ
る
さ
と
シ
ョ

ッ
プ
｣
で
は
、
地
元
の
農
家
の
女
性
た
ち
で
組
織
す

る

｢黒
石
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
｣
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
丹

精
こ
め
て
作
っ
た
漬
物
や
生
花
の
ほ
か
、
ゴ
マ
や
カ

ボ
チ
ャ
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
毎
年
秋
に
な
る
と
、
り

ん
ご
の
産
地
な
ら
で
は
の
ジ
ュ
ー
シ
イ
で
甘
み
の
あ

る
り
ん
ご
を
求
め
て
、
県
内
各
地
か
ら
は
る
ば
る
買

い
に
く
る
人
が
絶
え
ま
せ
ん
。
加
伊
寿
の
泉
は
イ
タ

リ
ア
の
ト
レ
ビ
の
泉
を
か
た
ど
り
泉
の
中
央
に
は
、

黒
石
美
人
を
代
表
す
る
加
伊
寿
姫
の
像
が
り
ん
ご
を

手
に
た
っ
て
い
ま
す
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
は

ラ
ム
、
牛
肉
、
野
菜
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
て
家
族

揃

っ
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
が
楽
し
め
ま

す
。
少
し
奥
へ
進
む
と
、
湖
に
面
し
て
大
テ
ン
ト
の

｢屋
外
ス
テ
ー
ジ
｣
が
あ
り
、
こ
こ
は
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
舞
台
に
も
な
り
ま
す
が
、
雨
天
時
の
休
憩
場
所

と
も
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
奥
に
あ
る
の
が
｢
つ
り
池
｣

で
、
こ
の
道
の
駅
で
最
も
人
気
の
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
で

す
。
と
い
う
の
も
、
こ
こ
で
は
釣
っ
た
ニ
ジ
マ
ス
や

イ
ワ
ナ
を
そ
の
場
で
炭
火
焼
き
に
し
て
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
で
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

の
あ
る

｢
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
｣
は
、
サ
ッ
カ
ー
や

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。
隣
の

｢
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
｣
は
九
ホ
ー
ル

で
か
な
り
広
く
親
子
で
も
楽
し
め
ま
す
。

毎
年
六
月
に
は
｢駅
伝
大
会
｣
や
｢凧
上
げ
大
会
｣、

七
月
に
は

｢ダ
ム
湖
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣
を
開
催
し
、

地
域
の
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
、
地
域
活
性
化
の
う
え
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

当
駅
の
ネ
ッ
ク
は
冬
期
間

(
三
一月
一
日
~
三
月

三
一
日
)
閉
鎖
で
し
た
が
、
平
成
三
一年
か
ら
は
ラ

ン
プ
の
宿
、
青
荷
温
泉
の
送
迎
待
合
所
と
し
て
一
部

営
業
し
て
お
り
、
今
年
は
日
本
一
の
雪
だ
る
ま
づ
く

り
へ
の
挑
戦
や
、
歩
く
ス
キ
ー
の
コ
ー
ス
を
設
定
す

る
な
ど
将
来
の
通
年
営
業
も
視
野
に
い
れ
て
お
り
ま

す
。

シリーズ/ 道の駅



秘
境
、
秘
湯
へ
通
じ
る
道
の
駅

｢虹
の
湖
｣
は
こ

れ
か
ら
も
、
歴
史
と
文
学
の
街
･
黒
石
に
ふ
さ
わ
し

い
、
ほ
っ
と
く
つ
ろ
げ
る
空
間
作
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

周
辺
の
観
光
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

e
津
軽
こ
け
し
館

津
軽
系
を
は
じ
め
全
国
の
こ
げ
し
と
木
地
玩
具

約
四
、
0
0
0
点
を
展
示
し
、
こ
げ
し
工
八
の
実

演
を
見
学
で
き
る
ほ
か
、
絵
付
け
の
体
験
学
習
も

で
き
ま
す
。
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
よ
る
、
純

金
･
純
銀
こ
げ
し
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

･
津
軽
伝
承
工
芸
館

津
軽
の
伝
統
工
芸
･
芸
能
を
一
度
に
体
験
で
き

る
拠
点
と
し
て
平
成
一
二
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
。

ね
ぶ
た
絵

･
津
軽
塗
･
陶
芸
･
わ
ら
工
芸
･
ひ
ば

木
工
･
津
軽
煎
餅
ほ
か
、
職
人
の
技
を
生
で
ご
覧

に
な
れ
、
陶
芸
な
ど
あ
な
た
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
作
品
づ
く
り
を
体
験
で
き
ま
す
。

･
沖
場
平
交
流
セ
ン
タ
ー
活
菜
館

南
八
甲
田
横
岳
の
中
腹
部
の
標
高
七
五
0
m
地

点
に
位
置
し
、
豊
か
な
自
然
と
に
ん
じ
ん
･
大

根
･
レ
タ
ス
･
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
七
五
〇
高
冷
地

野
菜
の
指
定
産
地
と
し
て
、
県
内
外
か
ら
人
気
を

集
め
て
い
ま
す
。

･
黒
石
温
泉
郷

温
湯
、
落
合
、
板
留
温
泉
が
あ
り
、
古
く
か
ら

湯
治
場
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
温
湯
温
泉
は

四
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
に
加
え
、
古
く
か
ら
木
地

挽
き
も
盛
ん
で
、
津
軽
系
伝
統
こ
け
し
の
発
祥
の

地
で
も
あ
り
ま
す
。
毎
年
七
月
に
は
温
泉
に
御
神

体

(牛
の
木
像
)
を
入
れ
て
、
無
病
息
災
を
願
う

丑
湯
ま
つ
り
で
賑
わ
い
を
見
せ
ま
す
。
落
合
温
泉

は
、
温
湯
温
泉
よ
り
一
皿
ほ
ど
東
方
に
位
置
し
、

山
裾
に
立
ち
並
ぶ
温
泉
宿
は
、
黒
石
の
奥
座
敷
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
浅
瀬
石
川
を
挟
ん
で
落
合
温

泉
と
向
か
い
合
う
板
留
温
泉
は
、
三
種
類
の
石
膏

性
苦
味
泉
が
湧
き
、
昔
か
ら
薬
効
の
優
れ
た
温
泉

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

e
青
荷
温
泉

青
荷
川
上
流
に
位
置
す
る
一
軒
宿
、
歌
人
丹
羽

洋
岳
が
関
湯
と
伝
え
ら
れ
る
秘
湯
青
荷
温
泉
は
、

ラ
ン
プ
の
宿
と
し
て
全
国
的
に
知
れ
る
ひ
な
び
た

風
情
の
名
湯
で
す
。
こ
こ
は
忘
れ
か
け
て
い
た
、

そ
の
ま
ま
の
自
分
に
出
逢
え
る
豊
か
な
自
然
と
人

情
に
あ
ふ
れ
た
心
の
ふ
る
さ
と
で
す
。



圓
かがやく海、きらめく星に出会う町

道の駅 ｢宍喰温泉｣ (徳島県)

シ リ ース"

『道の駅』

道の駅 ｢宍喰温泉｣ ･宍喰観光夕- ミナル所長 高木 義征

道
の
駅

｢宍
喰
温
泉
｣
の
位
置
す
る
宍
喰

(し
し

く
い
)
町
は
、
徳
島
県
の
最
南
端
･
高
知
県
境
に
あ

り
、
四
国
山
脈
を
背
に
黒
潮
お
ど
る
太
平
洋
に
面
し
、

室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て

い
ま
す
。

変
化
に
富
ん
だ
海
岸
線
の
美
し
さ
は

｢南
海
に
浮

か
ぶ
宝
石
｣
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
、
ま
た
、
温

暖
な
気
候
風
土
に
恵
ま
れ
、
海
の
幸
、
山
の
幸
に
富

み
、
人
の
住
み
や
す
い
自
然
環
境
に
あ
り
ま
す
。

宍
喰

(し
し
く
い
)
は
、
全
国
的
に
も
例
の
な
い

め
ず
ら
し
い
地
名
で
あ
り
、
そ
の
起
源
に
つ
い
て
は

様
々
な
異
説
が
あ
り
ま
す
。
古
代
か
ら
の
呼
び
名

｢あ
し
く
い
｣
が

｢し
し
く
い
｣
に
転
訛
し
た
も
の

と
言
わ
れ
て
お
り
、
時
代
に
よ
っ
て
、
｢完
昨
｣
｢宍

昨
｣
｢完
喰
｣
な
ど
と
異
な
る
文
字
を
あ
て
、
今
日

の

｢宍
喰
｣
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

道の駅 ｢宍喰温泉｣

ま
た
、
県
内
で
最
も
早
く
開
け
た
地
域
で
あ
り
、

明
治
二
三
年
宍
喰
村
が
誕
生
、
大
正
一
三
年
宍
喰
町

と
な
り
、
昨
年
、
町
制
施
行
七
五
周
年
を
迎
え
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
町
の
総
土
地
面
積
は
、
県
土
地
面
積
の
約
二
%

に
当
た
る
九
一
,
九
九
船
で
、
そ
の
う
ち
森
林
面
積

が
九
四
%
と
大
部
分
を
占
め
る
山
村
地
域
で
も
あ

り
、
ま
た
、
地
形
は
東
西
二
四
蛔
、
南
北
一
二
血
で
、

二
つ
の
河
川
が
太
平
洋
に
注
い
で
お
り
、
海
岸
沿
い

の
平
野
部
が
市
街
地
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

交
通
条
件
は
、
県
都
徳
島
市
よ
り
国
道
五
五
号
線

を
南
へ
八
六
血
、
バ
ス
路
線
は
二
系
統
三
路
線
、
そ

し
て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ
る
阿
佐
海
岸
鉄
道

が
平
成
四
年
三
月
に
開
通
し
、
県
都
へ
の
利
便
性
は

か
な
り
改
善
さ
れ
ま
し
た
が
、
所
要
時
間
は
い
ず
れ

も
三
時
間
前
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
口
は
、
平
成
七
年
の
国
勢
調
査
で
三
、
六
三
三

人
、
昭
和
六
〇
年
か
ら
一
〇
年
間
に
約
五
〇
〇
人
の

減
少
で
あ
り
、
若
年
層
を
中
心
と
し
た
人
口
流
出
は

依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
、
ま
た
、
高
齢
者
比
率
は

二
八
%
と
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
過
疎
の
町

で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ま
た
、
宍
喰
町
は
ス
ポ

ー
ツ
の
町
と
し
て
も
知
ら
れ
、
現
在
大
活
躍
中
の
ジ

ャ
ン
ボ
尾
崎
三
兄
弟
、
プ
ロ
野
球
元
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
の
上
田
監
督
、
プ
ロ
野
球
セ
ン
ト
ラ
ル
リ

ー
グ
谷
審
判
員
を
輩
出
し
て
い
る
町
で
も
あ
り
ま
す
。



町
の
基
幹
産
業
は
、
農
林
漁
業
で
、
就
業
人
口
比

率
は
二
三
･
八
%
を
占
め
て
お
り
、
農
業
の
主
要
産

物
は
、
水
稲
、
胡
瓜
、
洋
人
参
な
ど
で
、
林
業
で
の

主
要
樹
種
は
、
杉
、
檜
で
人
工
林
率
は
七
三
%
で
す
。

ま
た
、
漁
業
で
は
、
県
内
唯
一
の
鮪
、
鰹
の
遠
洋
漁

業
基
地
が
あ
る
な
ど
、
魚
介
類
の
豊
富
さ
に
は
定
評

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
継
者
問
題
や
産

業
従
事
者
の
高
齢
化
に
は
深
刻
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
一
〇
年
春
の
明
石
海
峡
大

橋
の
完
成
、
ま
た
平
成
三

年
四
月
の
し
ま
な
み
海

道
の
開
通
な
ど
、
徳
島
県
の
交
通
、
経
済
、
文
化
条

件
等
は
、
大
き
く
変
貌
す
る
と
と
も
に
本
町
へ
の
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
前
述
し
ま
し
た
よ
う
に
、
宍
喰
町
の
海
岸
線

の
中
で
も
、
み
と
こ
湾
一
帯
は
リ
ア
ス
式
海
岸
の
素
晴

ら
し
い
景
勝
地
で
あ
り
、
ま
た
、
竹
ケ
島
か
ら
は
室
戸

岬
や
雄
大
な
太
平
洋
が
一
望
で
き
、
室
戸
阿
南
海
岸

国
定
公
園
の
メ
イ
ン
観
光
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
竹
ケ

島
に
は
、
海
を
知
り
、
海
を
科
学
す
る
学
習
拠
点
と
し

て
海
洋
自
然
博
物
館
｢マ
リ
ン
ジ
ャ
ム
｣
や
、
エ
ダ
ミ
ド

リ
サ
ン
ゴ
、
シ
コ
ロ
サ
ン
ゴ
や
様
々
な
熱
帯
魚
の
生
息
す

る
竹
ケ
島
海
中
公
園
を
巡
る
、
海
中
観
光
船
｢ブ
ル
ー

マ
リ
ン
号
｣
が
就
航
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
な
が
ら
、

地
域
の
歴
史
や
文
化
に
親
し
む
自
然
遊
歩
道

｢四
国

の
み
ち
、
水
床
探
求
の
み
ち
｣
で
は
、
郡
佐
湾
~
鈴

ケ
峰
~
宍
喰
浦
の
漣
痕
…
竹
ケ
島
と
た
ど
り
な
が

ら
、
美
し
い
風
景
が
満
喫
で
き
ま
す
。
漣
痕
は
、
四
、

五
〇
〇
万
年
以
上
前
に
、
う
ち
寄
せ
る
さ
ざ
波
が
土

砂
を
運
び
堆
積
し
て
、
地
層
を
形
成
し
た
も
の
で
高

さ
約
三
0
m
、
幅
約
二
0
m
に
わ
た
っ
て
広
が
り
、

地
質
学
上
き
わ
め
て
貴
重
な
存
在
と
し
て
、
国
指
定

の
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
海
岸
線
か
ら
車
で
約
三
〇
分
、
野
根
川

の
上
流
に
は
、
｢船
津
キ
ャ
ン
プ
場
｣
が
あ
り
、
せ

せ
ら
ぎ
と
森
の
中
で
、
散
策
や
水
遊
び
、
釣
り
が
楽

し
め
ま
す
。
町
中
に
あ
る
｢八
坂
神
社
｣
は
、
京
都
、

福
山
と
並
ぶ
日
本
三
大
概
園
の
一
つ
と
言
わ
れ
、
七

月
に
は
山
車
や
関
船
が
練
り
歩
く
豪
華
な
祝
園
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
観
光
資
源
の

活
用
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
産
業
の

振
興
を
更
に
進
め
、
近
畿
圏
が
近
く
な
り
都
市
と
の

交
流
の
機
会
も
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
都
市
と
の
地

域
交
流
に
必
要
な
諸
施
設
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
立
地
条
件
の
中
、
道
路
利
用
者
の
休

憩
施
設
と
地
域
振
興
の
た
め
の
施
設
を
一
体
的
に
整

備
し
た
新
た
な

｢た
ま
り
｣
空
間
と
し
て
、
道
の
駅

｢宍
喰
温
泉
｣
は
、
四
国
で
二
七
番
目
、
国
道
五
五

号
線
沿
い
で
は
県
内
初
め
て
の

｢道
の
駅
｣
と
し
て

平
成
九
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
道
の
駅

｢宍
喰
温
泉
｣
は
、
宍
喰
町
温
泉
宿

泊
施
設

｢ホ
テ
ル

リ
ビ
エ
ラ

し
し
く
い
｣
、
と

｢宍
喰
観
光
タ
ー
ミ
ナ
ル
｣
と
い
う
二
つ
の
施
設
を

核
と
し
て
、
こ
れ
に
加
え
て
、
休
憩
施
設
と
し
て
の

駐
車
場
と
屋
外
公
衆
ト
イ
レ
を
併
せ
て
、
道
の
駅

｢宍
喰
温
泉
｣
と
称
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
整
備
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
ま
ず
、

休
憩
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
設
省
の
御
厚
情
に

よ
り
、
建
設
省
直
轄
事
業
と
し
て
整
備
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
次
に

｢ホ
テ
ル

リ
ビ
エ
ラ

し
し
く

い
｣
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
の
山
村
振
興
等
農

林
漁
業
特
別
対
策
事
業
の
補
助
を
い
た
だ
く
と
共
に
、

自
治
省
指
定
の

｢若
者
定
住
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣

の
一
環
と
し
て
建
設
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
寝
ハ喰

観
光
タ
ー
ミ
ナ
ル
｣
に
つ
き
ま
し
て
は
、
徳
島
県
の

観
光
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
の
補
助
を
い
た
だ
き
、

県
南
の
観
光
周
遊
拠
点
と
し
て
整
備
い
た
し
ま
し
た
。

施
設
の
概
要
等
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

施
設
紹
介

e
駐
車
場

一
、
六
二
〇
頭
で
大
型
車
三
台
、
小
型
車
二
八

台
、
身
障
者
用
一
台
が
二
四
時
間
使
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ホ
テ
ル
と
温
泉
入
浴
者
専
用
と
し
て
、

｢道
の
駅
｣
裏
手
に
二
、
四
八
五
m
で
大
型
車
三

台
、
小
型
車
六
〇
台
収
容
の
駐
車
場
を
整
備
し
て



お
り
ま
す
。

o
公
衆
ト
イ
レ

公
衆
ト
イ
レ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
宍
喰
町

は
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
の
中
央
に
位
置
し
、

水
床
湾
、
竹
ケ
島
海
中
公
園
の
自
然
景
観
、
観
光

資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当

｢道
の
駅
｣

近
辺
の
海
岸
は
、
サ
ー
フ
ィ
ン
の
メ
ッ
カ
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
多
く
の
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
観
光
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
ト
イ
レ
の
外

観
デ
ザ
イ
ン
は
、
地
中
海
、
主
に
南
フ
ラ
ン
ス
、

ス
ペ
イ
ン
を
意
識
し
た
も
の
と
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
マ
リ
ン
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
宍
喰
町
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
モ
チ
ー
フ
と
し
て
灯
台

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
建
物
と
し
、
換
気
塔
を
か
ね

た
ト
イ
レ
円
形
部
分
の
上
部
に
は
夜
間
に
な
る
と

照
明
を
と
も
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ア
イ
ス
ト
ッ
プ

に
寄
与
す
る
施
設
と
な
る
よ
う
考
え
ま
し
た
。

九
四
頭
で
男
子
用

(小
)
五
器
、
男
性
用

(大
)

二
器
、
女
性
用
五
器
、
身
障
者
用
一
器
と
な
っ
て

お
り
、
二
四
時
間
使
用
で
き
ま
す
。

e
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
海
の
イ
メ
ー
ジ
を
抽
象
化
し

た
も
の
で
す
が
、
見
る
方
向
に
よ
り
貝
、
ウ
イ
ン

ド
サ
ー
フ
ィ
ン
、
サ
ー
フ
ボ
ー
ト
、
波
に
も
見
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

e
ホ
テ
ル

リ
ビ
エ
ラ

し
し
く
い

徳
島
県
の
最
南
端
、
黒
湖
漂
う
町
･
宍
喰
町
に

平
成
九
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
南
欧
風
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
。
眩
し
い
ば
か
り
の
陽
光
と
澄
ん
だ
空

気
、
変
化
に
富
ん
だ
海
岸
線
、
淡
い
グ
リ
ー
ン
や

透
明
な
ブ
ル
ー
の
海
、
そ
し
て
綺
麗
な
星
。
そ
ん

な
南
国
な
ら
で
は
の
魅
力
を
満
喫
で
き
る
室
戸
阿

南
海
岸
国
定
公
園
の
リ
ゾ
ー
ト
拠
点
が

｢ホ
テ
ル

リ
ビ
エ
ラ

し
し
く
い
｣
で
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し

た
二
八
室
の
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
す
べ
て
が
オ
ー
シ
ャ

ン
ビ
ュ
ー
。
雄
大
な
太
平
洋
か
ら
上
が
る
朝
日
を

満
喫
で
き
ま
す
。
ホ
テ
ル
内
に
は
、
四
0
m
の
ロ

ン
グ
温
泉
を
始
め
、
打
た
せ
湯
、
薬
湯
、
ジ
ャ
グ

ジ
ー
、
桧
風
呂
、
サ
ウ
ナ
な
ど
の
温
浴
施
設
が
あ

り
、
宿
泊
者
以
外
も
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
は
、
と
れ
た
て
の
新
鮮
な
海
鮮
料
理

も
味
わ
え
ま
す
。

の
宍
喰
観
光
タ
ー
ミ
ナ
ル

宍
喰
町
の
み
な
ら
ず
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園

の
各
市
町
の
観
光

･
宿
泊
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
、
地
域
特
産
物
の
紹
介
な
ど
を
フ
ェ
イ
ス
ツ
ウ

フ
ェ
イ
ス
で
行
っ
て
い
る
広
域
情
報
拠
点
。
タ
ー

ミ
ナ
ル
内
に
は
、
六
面
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
装
置
も

設
置
し
、
道
路
の
規
制
情
報
、
雨
量
情
報
な
ど
道

路
に
関
す
る
各
種
情
報
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
情
報
を

手
軽
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
特
産
物
を
展
示
販
売
す
る
物
産
販
売

コ
ー
ナ
ー
や
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
軽
食
コ
ー
ナ

ー
、
乳
白
色
の
宍
喰
温
泉
を
手
軽
に
楽
し
め
る
入

浴
コ
ー
ナ
ー
を
備
え
て
お
り
ま
す
。

終
り
に

以
上
の
よ
う
に
道
の
駅

｢宍
喰
温
泉
｣
関
連
施
設

が
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
人
々
に
来

て
い
た
だ
け
る
施
設
は
整
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

こ
の
施
設
を
活
か
し
、
い
か
に
地
場
産
業
と
連
携
し

て
い
く
か
が
課
題
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
都
市
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
与
え
て
も
ら
う
ば
か
り
で

な
く
、
宍
喰
に
は
こ
ん
な
物
が
あ
る
と
か
、
あ
ん
な

事
を
し
て
い
る
と
か
、
宍
喰
か
ら
全
国
各
地
に
こ
の

施
設
を
活
用
し
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
発
信
し
、
行

っ
た
り
、
来
た
り
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
活
性
化
し

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

宍
喰
に
い
け
ば
、
珊
瑚
の
あ
る
青
い
海
、
緑
多
い

山
々
、
そ
し
て
輝
く
夜
空
が
満
喫
で
き
、
地
元
で
と

れ
る
美
味
し
い
食
材
が
食
べ
ら
れ
、
｢道
の
駅
｣
で

温
泉
に
入
り
、
宿
泊
で
き
る
。
そ
し
て
何
と
言
っ
て

も
町
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
、
す
こ
や
か
に
、
さ
わ

や
か
に
、
お
お
ら
か
な
宍
喰
の
人
々
と
触
れ
合
っ
て

頂
け
る
よ
う
に
職
員
一
同
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
是

非
一
度
道
の
駅

｢宍
喰
温
泉
｣
に
お
越
し
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

64 道々テセ 2000,5

シリーズ/ 道の駅
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月
･日

世
界

の
動
き

○
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

(F
R
B
)
が
公
定
歩
合
と
短
期
金

利
の
指
標
と
な
る
フ
ェ
デ
ラ
ル
フ
ァ
ン
ド

(F
F
)
金
利
の
誘
導

目
標
を
い
ず
れ
も
0
･
二
五
%
引
き
上
げ
、
年
五
･
五
%
、
六
･

0
%
と
し
、
即
日
実
施
し
た
。
景
気
の
過
熱
を
防
ぐ
の
が
狙
い
。

○
ロ
シ
ア
大
統
領
選
挙
で
プ
ー
チ
ン
大
統
領
代
行
兼
首
相

(四
七
)

が
当
選
。
ロ
シ
ア
の
第
二
代
大
統
領
と
し
て
五
月
上
旬
に
就
任
す

る
。

○
石
油
輸
出
国
機
構

(O
P
E
C
)
の
総
会
で
イ
ラ
ン
を
除
く
九

カ
国
が
四
月
か
ら
原
油
生
産
枠
を
日
量
一
四
五
万
二
、
0
0
0
ト

ン
増
や
す
こ
と
で
一
致
し
た
。
イ
ラ
ン
が
合
意
文
書
の
署
名
を
拒

否
、
O
P
E
C
の
結
束
に
ヒ
ピ
が
入
っ
た
こ
と
で
、
今
後
の
原
油

価
格
は
軟
調
に
推
移
す
る
と
の
見
方
が
出
て
い
る
。

○
韓
国
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

(北
朝
鮮
)
は
、
金
大
中

大
統
領
が
六
月
一
二
日
か
ら
、
一
四
日
ま
で
平
壌
を
訪
問
し
、
金

正
日
総
書
記
と
会
談
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
と
同
時
発
表
し
た
。

実
現
す
れ
ば
南
北
分
断
以
来
初
め
て
の
こ
と
に
な
る
。

○
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
主
要
七
ヵ
国
蔵
相

･
中
央
銀
行
総
裁
会
議

(G
7
)
が
声
明
を
発
表
し
て
閉
幕
。
声
明
で
は
G
7
直
前
の
米

国
の
株
価
急
落
に
つ
い
て
言
及
は
避
け
、
米
国
経
済
の
健
全
さ
を

強
調
し
た
。
ま
た
、
日
本
経
済
に
つ
い
て
は
民
需
の
確
実
な
回
復

に
は
至
っ
て
な
い
と
し

｢ゼ
ロ
金
利
政
策
｣
の
維
持
が
明
記
さ
れ

た
。

事

項
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月
･日

国
内

の
動
き

○
国
土
庁
が
今
年
の
地
価
公
示
を
発
表
。
全
国
平
均
で
九
年
連
続

の
下
落
で
、
昨
年
に
比
べ
商
業
地
が
八
･
0
%
、
住
宅
地
が
四
･

一
%
と
、
ほ
ぼ
昨
年
並
み
の
下
落
幅
。
こ
れ
で
住
宅
地
が
一
九
八

八
年
ご
ろ
、
商
業
地
が
八
三
年
ご
ろ
の
水
準
と
な
っ
た
。

○
総
務
庁
の
労
働
力
調
書
に
よ
る
と
、
二
月
の
完
全
失
業
率
は

四
･
九
%
で
、
前
月
に
比
べ
○
･
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
昨
年
七

月
の
四
･
八
%
を
上
回
っ
て
最
悪
記
録
を
更
新
し
た
。

○
火
山
活
動
が
活
発
化
し
て
い
た
北
海
道
の
有
珠
山

(七
三
二
m
)

が
西
側
山
ろ
く
付
近
で
噴
火
、
周
辺
の
伊
達
市
、
壮
瞥
町
、
虻
田

町
の
住
民
が
避
難
し
た
。

○
病
気
療
養
中
の
小
渕
恵
三
前
首
相
に
代
わ
っ
て
自
民
党
の
森
喜

朗
総
裁
を
首
相
と
す
る
新
内
閣
が
発
足
し
た
。
自
民
党
は
自
由
党

と
の
連
立
を
解
消
し
、
新
た
に
公
明
、
保
守
党
と
連
立
し
、
首
相

以
外
は
小
渕
内
閣
の
閣
僚
が
全
員
再
任
さ
れ
た
。

○
全
国
軽
自
動
車
協
会
連
合
会
の
発
表
に
よ
る
と
、
昨
年
度
の
軽

自
動
車
の
販
売
台
数
は
一
九
〇
万
八
、
0
0
0
台
で
、
前
年
度
比

一
四
･
九
%
の
増
加
。
こ
れ
は
九
〇
年
度
の
一
九
〇
万
二
、
0
0

0
台
を
上
回
っ
て
過
去
最
高
。

○
経
済
企
画
庁
の
堺
屋
太
一
長
官
が
四
月
の
月
例
経
済
報
告
を
関

係
閣
僚
会
議
に
提
出
。
景
気
の
現
状
認
識
に
つ
い
て
、
自
立
的
回

復
に
向
け
た
動
き
が
徐
々
に
現
れ
て
い
る
と
し
た
前
月
の
判
断
を

据
え
置
き
、
景
気
回
復
宣
言
を
見
送
っ
た
。

事

項

“鬚

鰯
月
･日

道

路
行
政

の
動

き

○
一
般
国
道
一
〇
号
加
治
木
バ
イ
パ
ス

鹿
児
島
県
姶
良
郡
加
治

木
町
大
字
反
土
ー
姶
良
町
大
字
十
日
町

(四
･
二
如
)
が
開
通
。

○
京
奈
和
自
動
車
道

(京
奈
道
路
)
の
う
ち
、
山
田
川
I
C
か
ら

木
津
I
C
ま
で
の
区
間
及
び
精
華
学
研
I
C

(奈
良
方
面
)
が
開

通
。
今
回
の
開
通
に
よ
り
京
奈
道
路
が
全
線
開
通
。

○
日
本
道
路
公
団
が
千
葉
地
区
の
高
速
道
路
等
の
四
五
料
金
所

で
、
ま
た
首
都
高
速
道
路
公
団
が
湾
岸
線
等
の
九
料
金
所
で
E
T

C
の
試
行
運
用
を
開
始
。

0
北
陸
自
動
車
道

名
立
谷
浜
I
C
j
能
生
I
C
で
四
車
線
化
工

事

(工
事
延
長
一
五
･
一
如
う
ち
三
･
三
如
は
既
供
用
)
が
完
成

し
、
供
用
を
開
始
。

0
一
般
国
道
二
八
号
洲
本
バ
イ
パ
ス

洲
本
市
宇
山
-
洲
本
市
大

野

(二
･
九
畑
)
が
開
通
。 事

項
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国
土
情
報
学

岐
阜
県
知
事

梶
原

拓
/
編

本
書

｢国
土
情
報
学
｣
は
、
編
者
で
あ
る
梶
原
拓
岐
阜
県
知
事
が
著
し
た

｢道
路
情
報
学
｣
｢都
市
情
報
学
｣
に
続
き
、
国
土
行
政
の
観
点
か
ら

｢情
報
社

釈

0奢

ら
“
、
企
業
、
行
婆

碁
分
甥
第
勢

担
当
者
“
蕎

“
執

糒

筆
す
る
と
い
う
、
新
し
い
試
み
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

た

｢国
土
情
報
学
｣
と
い
う
言
葉
は
耳
に
新
し
い
が
、
国
土

(そ
の
上
で
は
、

、
じ

人
と
自
然
、
人
と
人
と
の
関
係
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
)
と
い

で
論
…

日
』
ノ
、

う
フ
ィ
ー
ル
ド

(場
)
に
お
い
て
、
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
、
情
報
技
術
を
活
か

学
二
早
･

し
、
国
土
を
い
か
に
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
か
、
一
方
で
、
国
土
マ
ネ
ー

報
ぞ
ち

ジ
メ
ン
ト
の
た
め
に
情
報
通
信
シ
ヂ

ハ

情
報
技
術

(と
り
わ
け
イ
ン
タ
ー

蘭

ネ
ッ
ト
環
境
)
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
研
究
し
て
い
く
こ
と
、
言
い
か
え
れ
ば
、

都
さ
り国づくりと情報化との関わりをいち早く論じた編者が、

劇的に進むIT革命が国土全体に与える影響を、
より具体的に、 より平易に、 より緻密に明らかにした、

国
土
を
梶
原
知
事
の
提
唱
す
る

｢情
場
｣
と
と
ら
え
、
国
土
に
お
け
る
情
場
づ

く
り
を
研
究
す
る
分
野
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
研
究
分
野
に
お
い
て
は
、
単
に
国
土
と
い
う
視
点
か
ら
情
報
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
を
考
え
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
I
T

(情
報
技
術
)
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
問
題
も
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
は

｢情
報
｣
と
の
関
係
に

お
け
る
人
々
の
生
活
や
企
業
活
動
、
あ
る
い
は
行
政
活
動
が
い
か
に
展
開
さ
れ

る
か
が
主
要
な
課
題
と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
の
内
容
は
広
範
に
わ
た
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
本
書
が
特
に
強
調
す
る

｢イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
大
き
な
波
｣
を

考
え
る
と
き
、
国
土
情
報
学
の
テ
リ
ト
リ
ー
は
、
内
に
も

(人
々
の
生
活
･
嗜

』

ノ
、
}　　　　　

市
を
全
よ
め

禰
り
吐
ふ
た

好
、
身
体
器
官
の
拡
張
)、
外
に
も

(地
球
村
、
地
球
規
模
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
)

広
が
り
を
見
せ
、
哲
学
的
な
面
さ
え
見
せ
る
こ
と
と
な
る
。

本
書
に
お
い
て
、
国
土
情
報
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
合
い
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る

｢イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
｣
に
関
す
る
分
析
、
問
題
提
起
は
、
特
筆
に
値
す
る
。

最
近
話
題
と
な
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
料
金
の
問
題
に
と
ど
ま
ら

ず
、
日
本
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
構
造
的
な
問
題
の
指
摘
は
、
こ

れ
か
ら
の
情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
だ
け
で
な
く
、
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の

の
あ
る
べ
き
姿
を
提
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
種
の
情
報
ツ
ー
ル
･
シ
ス
テ
ム
を
用
い
、
産
業
、
生
活
、
行
政
な

ど
の
各
般
に
わ
た
る
分
野
で
展
開
さ
れ
て
い
る
取
り
組
み
の
数
々
が
、
そ
れ
ぞ

れ
現
場
で
実
際
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
者
の
手
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
計
図
で
あ
る
と
と
も
に
、
情
報
関
連
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
合
的
な
カ
タ
ロ
グ
と
な
っ
て
い
る
点
も
、
本
書
の
重
要
な
特

徴
で
あ
り
、
読
む
者
の
知
的
好
奇
心
だ
け
で
な
く
、
よ
り
実
践
的
な
関
心
を
呼

ぶ
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
が
生
活
に
身
近
な
も
の
と
な
り
、
ま
た
、
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
出
し
て
い
る
今
、
本
書
は
、
ま
さ
に

｢高
度

情
報
社
会
を
生
き
抜
く
｣
た
め
の
指
針
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
直
接
情
報
関
連

技
術
･
シ
ス
テ
ム
の
開
発
や
企
業
化
、
あ
る
い
は
行
政
に
携
わ
る
人
だ
け
で
な

く
、
広
く
一
般
の
方
々
に
も
読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
お
薦
め
で
き
る
も
の
で

あ
る
。
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拶
渉
珍
妙

バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
の
関
連
で

｢や
さ
し
さ
｣
と
い
う
言
葉
が

よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。

東
京
都
心
の
あ
る
地
下
鉄
駅
の
ホ
ー
ム
で
の
こ
と
、
一
枚
の

ポ
ス
タ
ー
が
目
を
引
い
た
。
そ
こ
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
た
。

｢も
う
す
ぐ
で
き
る
ね
。
や
さ
し
い
駅
｣

そ
の
下
に
は
工
事
の
案
内
書
き
が
あ
り
、
人
に
や
さ
し
い
駅

づ
く
り
を
目
指
し
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
工
事
を
進
め
て
い

る
と
あ
っ
た
。
地
下
鉄
ば
か
り
で
な
く
、
駅
の
ホ
ー
ム
に
出
入

す
る
階
段
は
長
く
、
そ
し
て
き
つ
い
。
身
体
の
不
自
由
な
人
や

足
腰
の
弱
っ
た
お
年
寄
り
に
は
辛
い
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
に
救
わ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。建

設
省
道
路
局
も
以
前
か
ら
人
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り
と
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
｢人
中
心
の
安
全
で
活
力
に
満
ち

た
経
済
、
社
会
、
生
活
｣
の
実
現
を
目
指
す
新
道
路
整
備
五
箇

年
計
画
で
も
、
道
幅
が
広
く
、
ゆ
と
り
の
持
て
る
歩
道
を
は
じ

め
、
歩
道
の
段
差
、
傾
斜
の
改
善
、
立
体
横
断
歩
道
施
設
の
昇

降
装
置
の
取
り
付
け
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
快
適
な
歩
行
空
間

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
地
下
鉄
の
ほ
か
に
私
鉄
も
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
工
事
を
急
い
で
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
を
考
え
る
と
、
弱
い
者
に
思
い
や

り
を
寄
せ
、
や
さ
し
く
包
む
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
は
、
多
少
足

腰
に
負
担
を
覚
え
始
め
た
筆
者
の
身
勝
手
な
注
文
も
あ
っ
て
大

い
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

故
人
の
作
家
司
馬
遼
太
郎
氏
に
よ
る
と
、
古
来
、
日
本
に
あ

っ
て
は
八
の
大
将
た
る
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
二
つ
の
要

素
が
あ
っ
た
と
い
う
。
一
つ
は

｢威
｣
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は

｢思
い
や
り
の
優
し
さ
｣
で
あ
る
。
勇
気
や
知
恵
は
絶
対
条
件

で
は
な
い
。
大
勢
の
人
を
束
ね
、
秩
序
を
保
つ
に
は
弱
い
者
に

対
す
る
思
い
や
り
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ

う
oだ

が
、
せ
っ
か
く
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
思
い
や
り
施
設
も
、

そ
の
利
用
者
を
見
て
い
る
と
、
ど
う
に
も
や
り
切
れ
な
い
思
い

が
し
て
く
る
。
あ
る
私
鉄
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
、
ホ
ー
ム
に
電
車

が
着
く
と
先
を
争
っ
て
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
殺
到
す
る
の
は
若

者
ば
か
り
。
お
年
寄
り
は
、
そ
の
長
い
列
を
待
ち
か
ね
て
階
段

を
登
っ
て
い
る
。

ま
た
、
あ
る
私
鉄
の
郊
外
駅
の
ホ
ー
ム
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

学
校
帰
り
の
中
･
高
校
生
が
グ
ル
ー
プ
で
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
乗
り
込

ん
で
く
る
。
狭
い
エ
レ
バ
ー
タ
ー
は
こ
の
若
者
た
ち
に
占
拠
さ

れ
て
、
お
年
寄
り
や
乳
児
を
抱
え
た
若
い
母
親
は
片
隅
に
追
い

や
ら
れ
て
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

便
利
な
も
の
を
利
用
し
た
く
な
る
の
は
、
人
情
だ
が
、
こ
の

若
者
た
ち
は
果
た
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
趣
旨
が
わ
か
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
と
疑
い
た
く
な
る
。
そ
れ
と
も
人
間
と
し
て
大

事
な
も
の
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(K
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